
３
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
域
連
合
議
会
　
全
員
協
議
会

18
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
域
連
合
議
会
　
第
２
回
定
例

　
　
　
会

22
日
　
月
例
会

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

25
日
　
滋
賀
県
栗
東
市
議
会
会
派

　
　
　（
新
政
会
・
公
明
栗
東
）

　
　
　
行
政
視
察
来
訪

　
　

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、
説
明

８
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

      

　
総
務
委
員
会

      

　
文
教
厚
生
委
員
会

９
日
　
経
済
建
設
委
員
会

12
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

13
日
　
決
算
特
別
委
員
会

14
日  

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
報
告
会
幹
事
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

15
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

16
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質

　
　
　
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

      

　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

      

　
議
会
報
告
会
幹
事
会

27
日  

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会

　
　
　
臨
時
会

５
〜
７
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
宮
崎
県
日
向
市
、
宮
崎
市
）

13
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
局
長

　
　
　
会
議
　

17
・
18
日

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
福
岡
県
古
賀
市
）

18
・
19
日

　
　
　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　
圏
事
務
組
合
議
会
　
定
例
会

20
日
　
月
例
会

      

　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

      

　
議
会
報
告
会
幹
事
会

      

　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

26
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
全

　
　
　
員
協
議
会
・
定
例
会

28
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
　
正

　
　
　
副
会
長
会
・
理
事
会
・
定
例

　
　
　
会
（
下
妻
市
開
催
）

議 会 日 誌 ・ 1 2 月 定 例 会 予 定

◆  

８  

月

◆  

10  

月

◆  

９  

月

　私たち女子卓球部は、３年生１４名、２年生９名、１年生１５名で「勝つまで 負けんな 下中魂」をモットーに
活動しています。今年の総体では、県西大会で優勝することができました。新チームになり、新たな目標を立
てて練習に励み、市内大会優勝を果たしました。顧問の飯田先生と根本先生、そして先輩方が教えてくださ
ったことを発揮し、県西ベスト４、県大会出場目指して頑張ります。応援よろしくお願いします。

　
表
紙
に
お
い
て
ご
案
内
の
と
お

り
、
12
月
18
日
に
議
会
報
告
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
３
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
市
政
の

重
要
施
策
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

報
告
を
す
る
こ
と
で
、
広
報
広
聴
委

員
会
の
ほ
か
委
員
会
代
表
者
に
よ
る

幹
事
会
を
組
織
し
、
現
在
準
備
を
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
夏
の
参
院
選
か
ら
有

権
者
の
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
の
高

校
生
に
も
来
場
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
広
報
活
動
へ
の
取
組
や
、
こ
の
議

会
報
告
会
へ
の
参
加
に
よ
り
、
若
い

世
代
が
少
し
で
も
議
会
活
動
や
市
政

へ
の
興
味
、
関
心
を
持
て
る
契
機
と

な
る
報
告
会
と
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
住
民

意
思
が
議
会
を
通
じ
て
市
政
へ
反
映

で
き
る
よ
う
、
多
様
な
層
の
幅
広
い

市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

活
発
な
ご
意
見
を
拝
聴
で
き
る
も
の

と
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

14

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（金）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/
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勝つまで 負けんな 下中魂勝つまで 負けんな 下中魂勝つまで 負けんな 下中魂

議会報告会を開催します
平成２８年１２月１８日（日）   ◇１０：００～市立図書館    ◇１５：００～千代川公民館
申込は不要です。直接会場へお越しください。

前回の議会報告会の様子

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

月12月 5日

本　会　議（議案質疑）
火12月 6日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）水12月 7日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

水12月14日

木12月 8日

本　会　議（一般質問）金12月 9日

本　会　議（一般質問）月12月12日

※日程は都合により変更になる場合があります。



平成28年第3回定例会・平成27年度一般会計決算・各会計決算 平成28年第3回定例会

平成 2 8年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成27年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成27年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成27年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成27年度経営状況報
告について

下妻市総合計画策定条例の制定について

下妻市総合計画審議会条例の一部改正につい
て

下妻市観光交流センターの設置及び管理に関
する条例の制定について

下妻市にぎわい広場の設置及び管理に関する
条例の制定について

Ｗａｉｗａｉドームしもつま建築工事（屋根
付多目的広場）請負契約について

下妻中学校校舎改築工事（建築）請負契約に
ついて

下妻中学校校舎改築工事（電気設備）請負契
約について

下妻中学校校舎改築工事（機械設備）請負契
約について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第2号）
について

平成28年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成28年度下妻市水道事業会計補正予算（第1
号）について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第3号）
について

平成27年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成27年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成27年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成27年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成27年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成27年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成27年度下妻市水道事業会計決算について

平成25年度からの3箇年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
高付加価値野菜実験農場運営事業等について、事業が完了したた
め、その実績を報告するもの

監査委員の意見を付し、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率の4指標について、報告するもの

監査委員の意見を付し、下水道事業及び水道事業の各会計におけ
る資金不足の状況について、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたため、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

基本構想を含む総合計画を策定するため、本条例をその法的根拠
とするもの

総合計画は市の長期的なまちづくりを想定し策定することから、
審議会への市民公募を導入するもの

下妻市観光交流センターの整備に伴い、設置及び管理に関する条
例を定めるもの

下妻市にぎわい広場の整備に伴い、設置及び管理に関する条例を
定めるもの

Ｗａｉｗａｉドームしもつま建築工事（屋根付多目的広場）につ
いて締結した仮契約を本契約とするため、議会の議決を求めるも
の

下妻中学校校舎改築工事（建築）について締結した仮契約を本契
約とするため、議会の議決を求めるもの

下妻中学校校舎改築工事（電気設備）について締結した仮契約を
本契約とするため、議会の議決を求めるもの

下妻中学校校舎改築工事（機械設備）について締結した仮契約を
本契約とするため、議会の議決を求めるもの

多子世帯保育料軽減事業費補助金の計上等により、9,405万5,000
円を追加するもの

基金積立金などの増額のため1億9,289万7,000円を追加するもの

収益的収入において一般会計補助金を2,159万2,000円追加するも
の、また、資本的収入を900万円追加し、施設費の増額により資
本的支出を1,090万円追加するもの

台風9号に係る新堀揚水機場の災害復旧事業に4,310万円追加する
もの

歳入総額　　　　　　　185億5,710万2,721円
歳出総額　　　　　　　173億4,821万9,320円
実質収支額　　　　　　 11億5,190万5,979円

歳入総額 　　　　　　　67億9,889万  215円
歳出総額 　　　　　　　63億6,364万7,188円
実質収支額 　　　　　　 4億3,524万3,027円

歳入総額　　　　　　　　3億6,004万4,062円
歳出総額　　　　　　　　3億5,555万7,472円
実質収支額　　　　　　　      448万6,590円

歳入総額　　　　　 　 　 32億4,319万6,878円
歳出総額　　　　　 　 　 30億5,353万3,670円
実質収支額　　　　　　　1億8,966万3,208円

歳入総額　　　　　　　　    1,082万3,383円
歳出総額　　　　　　　　      587万4,612円
実質収支額　　　　　　　      494万8,771円

歳入総額　　　　　 　 　 12億2,180万1,592円
歳出総額　　　　　 　 　 12億　 36万6,441円
実質収支額　　　　　　　    2,121万9,151円

歳入総額　　　　 　 　 　 2億1,416万8,052円
歳出総額　　　　　　　　1億5,183万4,335円
実質収支額　　　　　　　    6,233万3,717円

収益的収支　　収入　　　9億6,457万9,091円
　　　　　　　支出　　 10億1,938万9,721円
資本的収支　　収入　　　2億  691万4,000円
　　　　　　　支出　　　4億9,255万3,056円

議決月日
結　　果

議員提出議案等
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法制に
関する意見書

日本原電に対して、東海第二原発の運転期間
20年延長の申請をしないように求める行動を
要請する意見書

教育予算の拡充を求める意見書

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速
やかに法整備を講じるように求める意見書を国に提出するもの

改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守するよう
に求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしないように
日本原電に求める意見書を県及び県内関係自治体に提出するもの

子どもたちのゆたかな学びを保障していくための教職員定数改善
などを求める意見書を国に提出するもの

＝ 平成27年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

185億5,710万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計

67億9,889万円国民健康保険特別会計

3億6,004万円後期高齢者医療特別会計

32億4,320万円介 護 保 険 特 別 会 計

1,082万円介護サービス事業特別会計

12億2,180万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

2億1,417万円砂沼サンビーチ特別会計

11億7,149万円水 道 事 業 会 計

315億7,751万円合　　　　　　計

■平成27年度一般会計決算の内訳■

53億1,714万円
（30.6％）

民生費
24億9,891万円

（14.4％）

土木費
23億

8,797万円
（13.8％）

教育費
 20億

4,667万円
（11.8％）

総務費
  16億

 1,684万円
（9.3％）

公債費
    12億

    3,136万円
（7.1％）

衛生費
   22億

   4,932万円
 （13.0％）

その他

37億2,453万円
（20.1％）

地方交付税
55億4,977万円

（29.9％）

市　税
23億6,330万円

（12.7％）

市 債
22億

2,922万円
（12.0％）

12億7,609万円 （6.9％）

国庫支出金
34億

1,420万円
（18.4％）

その他

県支出金

173億4,822万円

63億6,365万円

3億5,556万円

30億5,353万円

587万円

12億 37万円

1億5,183万円

15億1,194万円

299億9,097万円

12億 888万円

4億3,524万円

448万円

1億8,967万円

495万円

2,143万円

6,234万円

※△ 3億4,045万円

15億8,654万円

しもつま市議会だより３ 第２０８号 ２

報　告
第９号

報　告
第10号

報　告
第11号

報　告
第12号

議　案
第40号

議　案
第41号

議　案
第42号

議　案
第43号

議　案
第44号

議　案
第45号

議　案
第46号

議　案
第47号
議　案
第48号
議　案
第49号

議　案
第50号

議　案
第51号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

９．８

報告のみ

９．８
報告のみ
９．８

報告のみ
９．８

報告のみ
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決

９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決

９．２１
原案可決
９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

意見書
第２号

意見書
第３号

意見書
第４号

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

請　　　　願
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備
に関する請願書

県及び、県内関係自治体に、「日本原電に対
して、東海第二原発の運転期間20年延長の申
請をしないように求める行動を要請する意見
書」を提出することを求める請願書

教育予算の拡充を求める請願

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速
やかに法整備を講じるように国の関係機関に求めるもの

改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守するよう
に求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしないように
日本原電に求めるもの

子どもたちのゆたかな学びを保障していくための教職員定数改善
などを求める意見書を国に提出することを求めるもの

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

請願受理番号
第４号

９．７

採　択

９．２１

採　択

９．２１

採　択



平成28年第3回定例会・平成27年度一般会計決算・各会計決算 平成28年第3回定例会

平成 2 8年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成27年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成27年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成27年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成27年度経営状況報
告について

下妻市総合計画策定条例の制定について

下妻市総合計画審議会条例の一部改正につい
て

下妻市観光交流センターの設置及び管理に関
する条例の制定について

下妻市にぎわい広場の設置及び管理に関する
条例の制定について

Ｗａｉｗａｉドームしもつま建築工事（屋根
付多目的広場）請負契約について

下妻中学校校舎改築工事（建築）請負契約に
ついて

下妻中学校校舎改築工事（電気設備）請負契
約について

下妻中学校校舎改築工事（機械設備）請負契
約について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第2号）
について

平成28年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成28年度下妻市水道事業会計補正予算（第1
号）について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第3号）
について

平成27年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成27年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成27年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成27年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成27年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成27年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成27年度下妻市水道事業会計決算について

平成25年度からの3箇年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
高付加価値野菜実験農場運営事業等について、事業が完了したた
め、その実績を報告するもの

監査委員の意見を付し、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質
公債費比率、将来負担比率の4指標について、報告するもの

監査委員の意見を付し、下水道事業及び水道事業の各会計におけ
る資金不足の状況について、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたため、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

基本構想を含む総合計画を策定するため、本条例をその法的根拠
とするもの

総合計画は市の長期的なまちづくりを想定し策定することから、
審議会への市民公募を導入するもの

下妻市観光交流センターの整備に伴い、設置及び管理に関する条
例を定めるもの

下妻市にぎわい広場の整備に伴い、設置及び管理に関する条例を
定めるもの

Ｗａｉｗａｉドームしもつま建築工事（屋根付多目的広場）につ
いて締結した仮契約を本契約とするため、議会の議決を求めるも
の

下妻中学校校舎改築工事（建築）について締結した仮契約を本契
約とするため、議会の議決を求めるもの

下妻中学校校舎改築工事（電気設備）について締結した仮契約を
本契約とするため、議会の議決を求めるもの

下妻中学校校舎改築工事（機械設備）について締結した仮契約を
本契約とするため、議会の議決を求めるもの

多子世帯保育料軽減事業費補助金の計上等により、9,405万5,000
円を追加するもの

基金積立金などの増額のため1億9,289万7,000円を追加するもの

収益的収入において一般会計補助金を2,159万2,000円追加するも
の、また、資本的収入を900万円追加し、施設費の増額により資
本的支出を1,090万円追加するもの

台風9号に係る新堀揚水機場の災害復旧事業に4,310万円追加する
もの

歳入総額　　　　　　　185億5,710万2,721円
歳出総額　　　　　　　173億4,821万9,320円
実質収支額　　　　　　 11億5,190万5,979円

歳入総額 　　　　　　　67億9,889万  215円
歳出総額 　　　　　　　63億6,364万7,188円
実質収支額 　　　　　　 4億3,524万3,027円

歳入総額　　　　　　　　3億6,004万4,062円
歳出総額　　　　　　　　3億5,555万7,472円
実質収支額　　　　　　　      448万6,590円

歳入総額　　　　　 　 　 32億4,319万6,878円
歳出総額　　　　　 　 　 30億5,353万3,670円
実質収支額　　　　　　　1億8,966万3,208円

歳入総額　　　　　　　　    1,082万3,383円
歳出総額　　　　　　　　      587万4,612円
実質収支額　　　　　　　      494万8,771円

歳入総額　　　　　 　 　 12億2,180万1,592円
歳出総額　　　　　 　 　 12億　 36万6,441円
実質収支額　　　　　　　    2,121万9,151円

歳入総額　　　　 　 　 　 2億1,416万8,052円
歳出総額　　　　　　　　1億5,183万4,335円
実質収支額　　　　　　　    6,233万3,717円

収益的収支　　収入　　　9億6,457万9,091円
　　　　　　　支出　　 10億1,938万9,721円
資本的収支　　収入　　　2億  691万4,000円
　　　　　　　支出　　　4億9,255万3,056円

議決月日
結　　果

議員提出議案等
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法制に
関する意見書

日本原電に対して、東海第二原発の運転期間
20年延長の申請をしないように求める行動を
要請する意見書

教育予算の拡充を求める意見書

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速
やかに法整備を講じるように求める意見書を国に提出するもの

改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守するよう
に求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしないように
日本原電に求める意見書を県及び県内関係自治体に提出するもの

子どもたちのゆたかな学びを保障していくための教職員定数改善
などを求める意見書を国に提出するもの

＝ 平成27年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

185億5,710万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計

67億9,889万円国民健康保険特別会計

3億6,004万円後期高齢者医療特別会計

32億4,320万円介 護 保 険 特 別 会 計

1,082万円介護サービス事業特別会計

12億2,180万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

2億1,417万円砂沼サンビーチ特別会計

11億7,149万円水 道 事 業 会 計

315億7,751万円合　　　　　　計

■平成27年度一般会計決算の内訳■

53億1,714万円
（30.6％）

民生費
24億9,891万円

（14.4％）

土木費
23億

8,797万円
（13.8％）

教育費
 20億

4,667万円
（11.8％）

総務費
  16億

 1,684万円
（9.3％）

公債費
    12億

    3,136万円
（7.1％）

衛生費
   22億

   4,932万円
 （13.0％）

その他

37億2,453万円
（20.1％）

地方交付税
55億4,977万円

（29.9％）

市　税
23億6,330万円

（12.7％）

市 債
22億

2,922万円
（12.0％）

12億7,609万円 （6.9％）

国庫支出金
34億

1,420万円
（18.4％）

その他

県支出金

173億4,822万円

63億6,365万円

3億5,556万円

30億5,353万円

587万円

12億 37万円

1億5,183万円

15億1,194万円

299億9,097万円

12億 888万円

4億3,524万円

448万円

1億8,967万円

495万円

2,143万円

6,234万円

※△ 3億4,045万円

15億8,654万円

しもつま市議会だより３ 第２０８号 ２

報　告
第９号

報　告
第10号

報　告
第11号

報　告
第12号

議　案
第40号

議　案
第41号

議　案
第42号

議　案
第43号

議　案
第44号

議　案
第45号

議　案
第46号

議　案
第47号
議　案
第48号
議　案
第49号

議　案
第50号

議　案
第51号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

９．８

報告のみ

９．８
報告のみ
９．８

報告のみ
９．８

報告のみ
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決

９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決
９．２１
原案可決

９．２１
原案可決
９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

認　定

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

意見書
第２号

意見書
第３号

意見書
第４号

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

９．２１

原案可決

請　　　　願
別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備
に関する請願書

県及び、県内関係自治体に、「日本原電に対
して、東海第二原発の運転期間20年延長の申
請をしないように求める行動を要請する意見
書」を提出することを求める請願書

教育予算の拡充を求める請願

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速
やかに法整備を講じるように国の関係機関に求めるもの

改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守するよう
に求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしないように
日本原電に求めるもの

子どもたちのゆたかな学びを保障していくための教職員定数改善
などを求める意見書を国に提出することを求めるもの

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

請願受理番号
第４号

９．７

採　択

９．２１

採　択

９．２１

採　択



　
　
　
　
　
　
本
決
算
は
、学
童
保

　
　
　
　
　
育
事
業
の
３
ク
ラ
ブ
増

　
　
　
　
　
設
、子
ど
も
の
医
療
費

助
成
対
象
を
中
学
３
年
生
ま
で
と
す

る
こ
と
、軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
支
援
事
業
な
ど
評
価
で
き

る
点
も
多
々
あ
る
が
、市
税
等
滞
納
者

へ
の
差
押
件
数
は
、県
内
44
市
町
村
の

な
か
で
も
人
口
比
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
な
る
ほ
ど
厳
し
い
も
の
と
な
って
い
る
。

ま
た
、難
病
患
者
福
祉
手
当
を
年
額

３
万
円
に
引
き
下
げ
、市
税
等
の
滞
納

者
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う
条
件
を
つ

け
た
た
め
、対
象
者
数
も
支
給
額
も
大

幅
減
と
な
って
い
る
。難
病
の
た
め
働
き

た
く
て
も
働
け
な
い
難
病
患
者
に
対

し
冷
た
い
対
応
で
あ
る
。さ
ら
に
、都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
の
う
ち
、（
仮
称
）

交
流
広
場
事
業
に
対
し
て
は
市
民
の

多
く
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
な
い
事
業
と

捉
え
、反
対
す
る
。

　
今
後
は
、難
病
患
者
福
祉
手
当
は

手
当
額
及
び
条
件
を
元
に
戻
し
、少
子

高
齢
化
対
策
の一
環
と
し
て
も
老
人
福

祉
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学

資
金
も
元
の
４
千
円
に
戻
す
こ
と
を

求
め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
決
算
は
、歳
入

　
　
　
　
　
の
う
ち
自
主
財
源
の
柱

　
　
　
　
　
で
あ
る
市
税
が
前
年
比

０・２
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
り
、昨
年
度

に
引
き
続
き
過
去
最
大
の
市
税
収
入

と
な
っ
て
い
る
。滞
納
者
の
状
況
を
見

る
と
、年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、徴
収

率
も
様
々
な
手
法
で
収
納
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、前
年
度
比
１・０
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。今
後
も
税
負
担

の
公
平
性
と
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ほ

し
い
。

　
歳
出
面
で
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
利
活

用
事
業
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
事
業
、子
育
て
支
援
制
度
に
よ

る
施
設
型
給
付
事
業
、道
の
駅
し
も
つ

ま
整
備
事
業
、総
合
体
育
館
耐
震
補

強
改
修
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
を
は

じ
め
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
や

道
路
整
備
事
業
、学
校
施
設
整
備
事

業
な
ど
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、普
通
交
付
税
の
減
少
、少

子
高
齢
化
社
会
に
伴
う
扶
助
費
や
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
な
ど
に
よ

る
財
政
需
要
の
増
加
な
ど
、厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。自
主
財
源
の
確
保
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
、事
務
事
業
の
選
択
と
集

中
を
推
進
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
、住
民
福
祉
の
向
上
に
努
力
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　否　討　論　・　一　般　質　問

賛  
否  
討  

論

平
成
27
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

反 

対

賛 

成

一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
下
妻
市
指
定
金
融

　
　
　
　
　
機
関
に
お
け
る
交
代

　
　
　
　
　
制
の
選
択
肢
と
方
向

性
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

指
定
金
融
機
関
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
は
、
「
半
永
久
的

　
　
　
　
　
に
一
つ
の
金
融
機
関
で

あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
い
わ
ゆ
る

交
代
制
に
よ
る
も
差
支
え
な
い
が
、

半
年
毎
の
ご
と
き
短
期
交
代
制
は
許

さ
れ
な
い
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
８
条
第
２
項
に
関
す
る
旧
自
治

省
行
政
課
長
通
知
）
」
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
茨
城
県
内
の
44
市
町
村

の
う
ち
９
市
町
村
が
交
代
制
を
導
入

し
て
お
り
、
制
度
自
体
は
、
選
択
肢

と
し
て
排
除
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
市
税
等
の
収
納

や
公
金
取
扱
事
務

に
関
し
て
、
電
子

化
・
ペ
ー
バ
ー
レ

ス
化
が
進
ん
で
お

り
、
本
市
も
指
定

金
融
機
関
の
提
案

を
受
け
、
事
務
の

効
率
化
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
情

報
技
術
や
金
融
シ

ス
テ
ム
の
進
展
に

伴
い
新
た
な
技
術

の
登
場
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
に
対
応
し
効

率
化
を
進
め
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
指
定

金
融
機
関
と
の
新

た
な
関
係
が
重
要
と
な
る
。

　
本
市
で
は
、
交
代
制
の
有
意
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、導
入
済

み
の
市
町
村
で
は
、
そ
の
大
半
で
経

過
が
浅
い
た
め
、導
入
メ
リ
ッ
ト
の

効
果
が
ど
の
程
度
ま
で
継
続
す
る
の

か
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
デ
メ
リ

ッ
ト
が
生
じ
て
く
る
の
か
、
さ
ら
に

制
度
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

若年層の政治意識を高める取組が進められている。

本庁舎1階に設置されている指定金融機関窓口

金
融
機
関
の
指
定

に
つ
い
て

平
間
三
男

　議
員

若
者
の
政
治
意
識
と

政
治
教
育
に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
　
　
選
挙
年
齢
が
18
歳
に

　
　
　
　
　
引
き
下
げ
ら
れ
て
初
の

　
　
　
　
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
、
下
妻
市
の
18
歳
の
投
票

率
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
っ
た
。

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
次
世
代
の
若

者
に
政
治
に
対
す
る
関
心
や
興
味
を

喚
起
し
、
併
せ
て
政
治
教
育
す
る
こ

と
も
不
可
欠
と
思
う
が
、
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

参
議
院
議

　
　
　
　
　
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
　
に
お
け
る
本

市
の
投
票
率
は
、
県
平
均

を
下
回
り
、
特
に
若
年
層

を
中
心
に
低
い
水
準
と
な

っ
た
。
過
去
の
選
挙
を
見

て
も
本
市
の
投
票
率
の
傾

向
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。地
域

の
担
い
手
で
あ
る
若
者
に

政
治
に
対
す
る
関
心
や
興

味
を
喚
起
す
る
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
将
来
の
有
権

者
で
あ
る
児
童
生
徒
に
政
治
や
選
挙

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
校
で

の
国
会
見
学
の
際
に
参
議
院
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ほ
か
、
市

内
全
中
学
校
が
県
の
事
業
で
あ
る
選

挙
メ
ッ
セ
ー
ジ
葉
書
「
18
歳
の
わ
た

し
へ
」
に
参
加
し
て
い
る
。児
童
会

や
生
徒
会
役
員
選
挙
で
実
際
の
投
票

箱
や
記
載
台
を
用
い
て
投
票
し
、
選

挙
を
身
近
な
も
の
と
し
て
体
験
す
る

な
ど
の
取
組
を
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
市
内
の
高
等
学
校
で
は
、生
徒

自
ら
の
活
動
と
し
て
、
市
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
取
材
を
し
て
新
聞
を
発

行
、
投
票
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
な

ど
の
取
組
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
市

に
お
い
て
は
、
期
日
前
投
票
立
会
人

の
若
者
登
用
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

内
へ
の
期
日
前
投
票
所
新
設
な
ど
の

取
組
が
あ
る
。

　
他
市
町
村
に
お
い
て
は
、
18
歳
選

挙
権
を
契
機
と
し
て
高
等
学
校
と
連

携
し
、
出
前
授
業
や
模
擬
選
挙
を
行

う
こ
と
や
若
者
を
投
票
事
務
従
事
者

に
採
用
す
る
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
若
年
層

の
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
政
治
意

識
の
醸
成
に
努
め
、
継
続
的
な
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

　
　
　

答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁
　

しもつま市議会だより５ 第２０８号 ４

１
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
若
者
の
政
治
意
識
と
政
治

　
　
　
教
育
に
つ
い
て

２
　
平
間
　
三
男
　
議
員

　
１
　
誘
致
企
業
に
つ
い
て

　
２
　
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い

　
　
　
て

３
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
平
成
29
年
度
予
算
編
成
方

　
　
　
針
や
課
題
に
つ
い
て

　
２
　
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

　
　
　
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
下
妻
中
学
校
建
設
事
業
入

　
　
　
札
不
調
と
そ
の
影
響
に
つ

　
　
　
い
て

４
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
保
育
行
政
の
拡
充
を
求
め

　
　
　
て

　
２
　
学
童
保
育
制
度
を
子
育
て

　
　
　
支
援
の
一
環
と
な
る
よ
う

　
３
　
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

　
　
　
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

　
　
　
い
て

　
４
　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に

　
　
　
対
す
る
条
例
づ
く
り
に
つ

　
　
　
い
て

５
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
道
の
駅
の
総
合
案
内
所
の

　
　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
２
　
観
光
拠
点
の
新
設
に
伴
う
、

　
　
　
交
差
点
名
称
の
適
切
化
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
砂
沼
周
辺
飼
い
犬
の
ふ
ん

　
　
　
公
害
防
止
条
例
の
設
置
に

　
　
　
つ
い
て

　
４
　
商
工
観
光
課
長
職
専
任
者

　
　
　
の
任
命
に
つ
い
て

６
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

　
　
　
て

７
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
に
つ
い

　
　
　
て

　
２
　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し

　
　
　
も
つ
ま
に
つ
い
て
（
子
育

　
　
　
て
支
援
機
能
を
中
心
に
）

　
３
　
市
道
２
０
４
号
線
の
大
型

　
　
　
車
両
通
行
に
つ
い
て

８
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
決
算
審
査
等
意
見

　
　
　
書
か
ら
見
え
て
く
る
当
市

　
　
　
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

９  

矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
街
路
灯
、
防
犯
灯
の
設
置

　
　
　
管
理
、
責
任
に
つ
い
て

　
２
　
工
業
団
地
の
効
果
に
つ
い

　
　
　
て

10
　
小
竹
　
薫
　
議
員

　
１
　
下
妻
中
学
校
校
舎
改
築
工

　
　
　
事
に
お
い
て
、
授
業
・
部

　
　
　
活
動
へ
の
影
響
は
な
い
か

平
成
二
十
八
年

第
三
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、10
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



　
　
　
　
　
　
本
決
算
は
、学
童
保

　
　
　
　
　
育
事
業
の
３
ク
ラ
ブ
増

　
　
　
　
　
設
、子
ど
も
の
医
療
費

助
成
対
象
を
中
学
３
年
生
ま
で
と
す

る
こ
と
、軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
支
援
事
業
な
ど
評
価
で
き

る
点
も
多
々
あ
る
が
、市
税
等
滞
納
者

へ
の
差
押
件
数
は
、県
内
44
市
町
村
の

な
か
で
も
人
口
比
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

に
な
る
ほ
ど
厳
し
い
も
の
と
な
って
い
る
。

ま
た
、難
病
患
者
福
祉
手
当
を
年
額

３
万
円
に
引
き
下
げ
、市
税
等
の
滞
納

者
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う
条
件
を
つ

け
た
た
め
、対
象
者
数
も
支
給
額
も
大

幅
減
と
な
って
い
る
。難
病
の
た
め
働
き

た
く
て
も
働
け
な
い
難
病
患
者
に
対

し
冷
た
い
対
応
で
あ
る
。さ
ら
に
、都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
の
う
ち
、（
仮
称
）

交
流
広
場
事
業
に
対
し
て
は
市
民
の

多
く
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
な
い
事
業
と

捉
え
、反
対
す
る
。

　
今
後
は
、難
病
患
者
福
祉
手
当
は

手
当
額
及
び
条
件
を
元
に
戻
し
、少
子

高
齢
化
対
策
の一
環
と
し
て
も
老
人
福

祉
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学

資
金
も
元
の
４
千
円
に
戻
す
こ
と
を

求
め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
決
算
は
、歳
入

　
　
　
　
　
の
う
ち
自
主
財
源
の
柱

　
　
　
　
　
で
あ
る
市
税
が
前
年
比

０・２
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
り
、昨
年
度

に
引
き
続
き
過
去
最
大
の
市
税
収
入

と
な
っ
て
い
る
。滞
納
者
の
状
況
を
見

る
と
、年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、徴
収

率
も
様
々
な
手
法
で
収
納
体
制
の
強

化
に
取
り
組
み
、前
年
度
比
１・０
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。今
後
も
税
負
担

の
公
平
性
と
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ほ

し
い
。

　
歳
出
面
で
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
利
活

用
事
業
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
事
業
、子
育
て
支
援
制
度
に
よ

る
施
設
型
給
付
事
業
、道
の
駅
し
も
つ

ま
整
備
事
業
、総
合
体
育
館
耐
震
補

強
改
修
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
を
は

じ
め
、都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
や

道
路
整
備
事
業
、学
校
施
設
整
備
事

業
な
ど
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、普
通
交
付
税
の
減
少
、少

子
高
齢
化
社
会
に
伴
う
扶
助
費
や
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
な
ど
に
よ

る
財
政
需
要
の
増
加
な
ど
、厳
し
い
財

政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。自
主
財
源
の
確
保
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
、事
務
事
業
の
選
択
と
集

中
を
推
進
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
、住
民
福
祉
の
向
上
に
努
力
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛　否　討　論　・　一　般　質　問

賛  

否  

討  

論

平
成
27
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

反 

対

賛 

成

一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
下
妻
市
指
定
金
融

　
　
　
　
　
機
関
に
お
け
る
交
代

　
　
　
　
　
制
の
選
択
肢
と
方
向

性
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

指
定
金
融
機
関
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
は
、
「
半
永
久
的

　
　
　
　
　
に
一
つ
の
金
融
機
関
で

あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
い
わ
ゆ
る

交
代
制
に
よ
る
も
差
支
え
な
い
が
、

半
年
毎
の
ご
と
き
短
期
交
代
制
は
許

さ
れ
な
い
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
８
条
第
２
項
に
関
す
る
旧
自
治

省
行
政
課
長
通
知
）
」
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
茨
城
県
内
の
44
市
町
村

の
う
ち
９
市
町
村
が
交
代
制
を
導
入

し
て
お
り
、
制
度
自
体
は
、
選
択
肢

と
し
て
排
除
で
き
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
市
税
等
の
収
納

や
公
金
取
扱
事
務

に
関
し
て
、
電
子

化
・
ペ
ー
バ
ー
レ

ス
化
が
進
ん
で
お

り
、
本
市
も
指
定

金
融
機
関
の
提
案

を
受
け
、
事
務
の

効
率
化
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
情

報
技
術
や
金
融
シ

ス
テ
ム
の
進
展
に

伴
い
新
た
な
技
術

の
登
場
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、

適
切
に
対
応
し
効

率
化
を
進
め
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
指
定

金
融
機
関
と
の
新

た
な
関
係
が
重
要
と
な
る
。

　
本
市
で
は
、
交
代
制
の
有
意
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、導
入
済

み
の
市
町
村
で
は
、
そ
の
大
半
で
経

過
が
浅
い
た
め
、導
入
メ
リ
ッ
ト
の

効
果
が
ど
の
程
度
ま
で
継
続
す
る
の

か
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
デ
メ
リ

ッ
ト
が
生
じ
て
く
る
の
か
、
さ
ら
に

制
度
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
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若年層の政治意識を高める取組が進められている。

本庁舎1階に設置されている指定金融機関窓口
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若
者
の
政
治
意
識
と

政
治
教
育
に
つ
い
て

原
部
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　議
員
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選
挙
年
齢
が
18
歳
に

　
　
　
　
　
引
き
下
げ
ら
れ
て
初
の

　
　
　
　
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
、
下
妻
市
の
18
歳
の
投
票

率
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
っ
た
。

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
次
世
代
の
若

者
に
政
治
に
対
す
る
関
心
や
興
味
を

喚
起
し
、
併
せ
て
政
治
教
育
す
る
こ

と
も
不
可
欠
と
思
う
が
、
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

参
議
院
議

　
　
　
　
　
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
　
に
お
け
る
本

市
の
投
票
率
は
、
県
平
均

を
下
回
り
、
特
に
若
年
層

を
中
心
に
低
い
水
準
と
な

っ
た
。
過
去
の
選
挙
を
見

て
も
本
市
の
投
票
率
の
傾

向
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。地
域

の
担
い
手
で
あ
る
若
者
に

政
治
に
対
す
る
関
心
や
興

味
を
喚
起
す
る
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
将
来
の
有
権

者
で
あ
る
児
童
生
徒
に
政
治
や
選
挙

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
校
で

の
国
会
見
学
の
際
に
参
議
院
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ほ
か
、
市

内
全
中
学
校
が
県
の
事
業
で
あ
る
選

挙
メ
ッ
セ
ー
ジ
葉
書
「
18
歳
の
わ
た

し
へ
」
に
参
加
し
て
い
る
。児
童
会

や
生
徒
会
役
員
選
挙
で
実
際
の
投
票

箱
や
記
載
台
を
用
い
て
投
票
し
、
選

挙
を
身
近
な
も
の
と
し
て
体
験
す
る

な
ど
の
取
組
を
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
市
内
の
高
等
学
校
で
は
、生
徒

自
ら
の
活
動
と
し
て
、
市
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
取
材
を
し
て
新
聞
を
発

行
、
投
票
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
な

ど
の
取
組
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
市

に
お
い
て
は
、
期
日
前
投
票
立
会
人

の
若
者
登
用
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

内
へ
の
期
日
前
投
票
所
新
設
な
ど
の

取
組
が
あ
る
。

　
他
市
町
村
に
お
い
て
は
、
18
歳
選

挙
権
を
契
機
と
し
て
高
等
学
校
と
連

携
し
、
出
前
授
業
や
模
擬
選
挙
を
行

う
こ
と
や
若
者
を
投
票
事
務
従
事
者

に
採
用
す
る
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
若
年
層

の
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
政
治
意

識
の
醸
成
に
努
め
、
継
続
的
な
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
く
。
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しもつま市議会だより５ 第２０８号 ４

１
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
若
者
の
政
治
意
識
と
政
治

　
　
　
教
育
に
つ
い
て

２
　
平
間
　
三
男
　
議
員

　
１
　
誘
致
企
業
に
つ
い
て

　
２
　
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い

　
　
　
て

３
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
平
成
29
年
度
予
算
編
成
方

　
　
　
針
や
課
題
に
つ
い
て

　
２
　
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

　
　
　
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
下
妻
中
学
校
建
設
事
業
入

　
　
　
札
不
調
と
そ
の
影
響
に
つ

　
　
　
い
て

４
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
保
育
行
政
の
拡
充
を
求
め

　
　
　
て

　
２
　
学
童
保
育
制
度
を
子
育
て

　
　
　
支
援
の
一
環
と
な
る
よ
う

　
３
　
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室

　
　
　
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

　
　
　
い
て

　
４
　
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に

　
　
　
対
す
る
条
例
づ
く
り
に
つ

　
　
　
い
て

５
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
道
の
駅
の
総
合
案
内
所
の

　
　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
２
　
観
光
拠
点
の
新
設
に
伴
う
、

　
　
　
交
差
点
名
称
の
適
切
化
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
砂
沼
周
辺
飼
い
犬
の
ふ
ん

　
　
　
公
害
防
止
条
例
の
設
置
に

　
　
　
つ
い
て

　
４
　
商
工
観
光
課
長
職
専
任
者

　
　
　
の
任
命
に
つ
い
て

６
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

　
　
　
て

７
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
に
つ
い

　
　
　
て

　
２
　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し

　
　
　
も
つ
ま
に
つ
い
て
（
子
育

　
　
　
て
支
援
機
能
を
中
心
に
）

　
３
　
市
道
２
０
４
号
線
の
大
型

　
　
　
車
両
通
行
に
つ
い
て

８
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
決
算
審
査
等
意
見

　
　
　
書
か
ら
見
え
て
く
る
当
市

　
　
　
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

９  

矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
街
路
灯
、
防
犯
灯
の
設
置

　
　
　
管
理
、
責
任
に
つ
い
て

　
２
　
工
業
団
地
の
効
果
に
つ
い

　
　
　
て

10
　
小
竹
　
薫
　
議
員

　
１
　
下
妻
中
学
校
校
舎
改
築
工

　
　
　
事
に
お
い
て
、
授
業
・
部

　
　
　
活
動
へ
の
影
響
は
な
い
か

平
成
二
十
八
年

第
三
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、10
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に

つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



市
道
２
０
４
号
線
の

大
型
車
両
通
行

に
つ
い
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元
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上
妻
・
黒
駒
地
区
に

　
　
　
　
　
あ
る
市
道
２
０
４
号
線

　
　
　
　
　
は
、
東
山
地
区
住
民
の
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待
機
児
童
や
潜
在
的

　
　
　
　
　
待
機
児
童
の
解
消
に
向

　
　
　
　
　
け
た
早
急
な
対
策
を
求

め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
保
護

者
か
ら
待
た
れ
て
い
る
施
策
の
病
児

保
育
の
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
に
、
既

　
　
　
　
　
存
の
認
可
保
育
園
の
施

　
　
　
　
　
設
整
備
を
実
施
し
、
50

名
の
定
員
拡
大
を
図
っ
た
が
、
昨
年

４
月
１
日
に
26
名
の
待
機
児
童
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
利
用
定
員
枠
を

さ
ら
に
拡
大
し
、
小
規
模
保
育
施
設

の
前
倒
し
開
設
で
前
年
度
比
48
名
増

員
し
た
結
果
、
本
年
４
月
１
日
で
は

待
機
児
童
は
解
消
し
た
。
し
か
し
、

本
年
９
月
１
日
現
在
で
、
育
児
休
業

か
ら
の
復
帰
や
新
生
児
の
入
所
申
し

込
み
等
に
よ
り
10
名
の
待
機
児
童
が

お
り
、
そ
の
ほ
か
特
定
の
保
育
施
設

の
み
を
希
望
し
た
入
所
待
ち
の
潜
在

的
待
機
児
童
が
７
名
と
な
っ

て
い
る
。
待
機
児
童
の
主
な

要
因
と
し
て
、
家
庭
環
境
の
変

化
や
制
度
改
正
に
伴
う
入
所
条

件
の
緩
和
等
に
よ
る
入
所
希
望

者
の
大
幅
な
増
加
が
あ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
深
刻
な
保

育
士
不
足
の
状
態
で
あ
り
、

本
市
の
認
可
保
育
園
等
に
お
い

て
も
保
育
士
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
で
保

育
士
の
確
保
に
向
け
た
追
加
対

策
が
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
早

急
に
施
策
を
精
査
し
、
対
応
し

て
い
く
。
潜
在
的
待
機
児
童
対

策
は
、
国
で
現
状
の
把
握
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
し

適
切
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　
病
児
保
育
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
は
認
識
し
て
お
り
、
仕
事
等
で
看

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
選
択
肢

の
一
つ
の
事
業
と
考
え
て
い
る
。
事

業
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の

見
込
み
や
専
任
の
職
員
配
置
、
事
業

運
営
に
不
安
定
な
部
分
が
あ
り
、
運

営
施
設
の
選
定
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
特
に
配
慮
が
必
要
な
病

児
の
保
育
と
な
る
た
め
、
事
故
等
に

十
分
注
意
し
な
が
ら
安
全
な
保
育
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
運
営
方
法
及
び

先
行
事
例
等
を
調
査
研
究
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
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建築から40年以上が経過する下妻中学校校舎

待機児童解消に向けた対応が求められている

飼い犬のふん害対策の協議が進められている
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育
行
政
の

拡
充
を
求
め
て

平
井

　誠

　議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
27
、
28
年
に
設

　
　
　
　
　
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電

　
　
　
　
　
施
設
の
面
積
と
そ
の
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
設
置
に
お
け
る
事
業
者
と
住
民

や
行
政
と
の
間
に
あ
つ
れ
き
は
な
か

っ
た
か
、
そ
の
際
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
。

　
今
後
、
笠
間
市
や
つ
く
ば
市
な
ど

の
よ
う
に
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　  

国
の
再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　
　
　
ル
ギ
ー
電
力
の
固
定
価

　
　
　
　
　
格
買
取
制
度
に
よ
る
認

知
状
況
や
稼
働
状
況
は
、
経
済
産
業

省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
公
表
し

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
本
年

４
月
現
在
で
、
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
も
の
は
、
稼
働
件
数
３
５
７

件
で
、
う
ち
、
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

は
17
件
で
あ
る
。

　
事
業
者
と
の
あ
つ
れ
き
で
は
な
い

が
、
太
陽
光
発
電
施
設
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
砂
沼
球
場
に
お
い

て
、
硬
式
野

球
で
の
利
用

は
、
飛
球
に

よ
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
破

損
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、

大
会
開
催
や

対
戦
形
式
の

利
用
な
ど
の

一
部
利
用
制

限
を
説
明

し
、
貸
出
を

行
っ
て
お

り
、
太
陽
光

発
電
施
設
の

設
置
者
や
県

の
公
園
街
路

課
と
利
用
制

限
解
消
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
茨
城

県
が
策
定
し
た
「
太
陽
光
発
電
施
設

の
適
正
な
設
置
・
管
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
28
年
10
月
１

日
施
行
）
に
基
づ
き
事
業
者
と
事
前

協
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者

に
対
し
適
正
な
設
置
、
管
理
、
撤

去
、
廃
棄
を
誘
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
法
的
な
規
制
が
な
い
た
め
、
事

業
者
の
対
応
や
他
市
の
状
況
等
を
考

慮
し
、
市
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て

程
塚
裕
行

　議
員

　
　
　
　
　
　
砂
沼
周
辺
の
観
光
開

　
　
　
　
　
発
に
併
せ
て
、
市
民
の

　
　
　
　
　
モ
ラ
ル
向
上
策
と
し
て

犬
の
ふ
ん
公
害
防
止
の
条
例
化
も
必

要
と
考
え
る
が
お
考
え
を
お
示
し
願

い
た
い
。

　
　
　
　  

　
県
内
市
町
村
に
お
け

　
　
　
　
　
る
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
に

　
　
　
　
　
関
す
る
条
例
は
、
28
市

町
村
が
制
定
し
て
い
る
。

環
境
美
化
等
の
一
環
で
飼

い
犬
の
ふ
ん
害
に
関
す
る

項
目
を
設
け
て
い
る
も
の

が
25
件
、
飼
い
犬
の
ふ
ん

害
に
特
化
し
た
も
の
が
３

件
で
あ
り
、
全
て
の
条
例

が
区
域
を
限
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
市
町
村

全
域
を
対
象
区
域
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
制
定
前
後

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

制
定
直
後
は
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
の
時
間
が

経
過
す
る
に
つ
れ
効
果
が

薄
ら
い
で
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
砂
沼
の
遊
歩
道
な
ど
は
、
砂
沼
広

域
公
園
と
し
て
茨
城
県
都
市
公
園
条

例
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本

市
が
茨
城
県
と
協
定
を
結
び
、
管
理

し
て
い
る
。
茨
城
県
都
市
公
園
条
例

に
は
行
為
の
禁
止
事
項
が
定
め
ら

れ
、
第
５
条
第
６
号
に
「
ご
み
そ
の

他
の
汚
物
を
捨
て
る
こ
と
。」と
規
定

が
あ
り
、
新
た
に
市
条
例
を
設
置
す

る
こ
と
な
く
、
県
条
例
に
基
づ
き
、

飼
い
犬
の
指
導
を
担
当
す
る
生
活
環

境
課
、
砂
沼
広
域
公
園
を
管
理
し
て

い
る
都
市
整
備
課
、
県
の
公
園
担
当

で
あ
る
公
園
街
路
課
と
新
た
な
禁
止

看
板
設
置
な
ど
の
飼
い
犬
の
ふ
ん
害

に
対
応
す
る
方
策
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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砂
沼
周
辺
飼
い
犬
の

ふ
ん
公
害
防
止
条
例

の
設
置
に
つ
い
て

塚
越

　節

　議
員

一　般　質　問一　般　質　問

しもつま市議会だより７ 第２０８号 ６

太陽光発電施設設置に伴い、一部利用制限を行っている砂沼球場
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下
妻
中
学
校
建
設

事
業
入
札
不
調
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て

岡
田
正
美

　議
員
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下
妻
中
学
校
建
設
の

　
　
　
　
　
入
札
は
辞
退
に
よ
り
一

　
　
　
　
　
度
不
調
に
な
っ
た
が
、

今
般
契
約
の
運
び
と
な
っ
た
。
設
計

事
務
所
の
積
算
額
の
根
拠
等
に
つ
い

て
、
事
後
考
証
を
し
た
の
か
。
今
後

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
ま
た
、
入

札
不
調
に
よ
る
影
響
と
、
今
後
の
日

程
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

入
札
辞
退
に
よ
る
不

　
　
　
　
　
調
と
な
っ
た
原
因
の
一

　
　
　
　
　
つ
と
し
て
、
入
札
予
定

価
格
を
事
前
公
表
す
る
方
式
を
採
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
入
札
予
定
者
が

採
算
性
等
を
考
慮
し
た
上
で
入
札
参

加
可
否
の
判
断
が
行
え
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
学
校
改
築
な
ど
の
大
規
模
な

工
事
は
短
期
間
で
の
積
算
が
困
難
な

た
め
、
競
争
参
加
資
格
確
認
申
請
後

に
入
札
参
加
の
判
断
を
す
る
こ
と
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
参
加
資
格
申
請

後
の
辞
退
が
生
じ
た
と
考
え
て
い

る
。
再
公
告
に
向
け
た
設
計
見
直
し

の
た
め
、
入
札
参
加
予
定
で
あ
っ
た

４
Ｊ
Ｖ
に
、
辞
退
理
由
・
参
考
積
算

額
・
参
考
数
量
・
入
札
参
加
条
件
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
内

部
検
証
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
設
計

会
社
に
よ
り
数
量
の
再
計
算
を
行
っ

た
が
、
設
計
数
量
の
誤
り
は
確
認
で

き
ず
、
当
初
設
計
に
問
題
が
な
か
っ

た
と
判
断
し
た
。

　
再
入
札
は
、
入
札
参
加
形
態
を
３

社
Ｊ
Ｖ
か
ら
２
〜
４
社
Ｊ
Ｖ
と
組
み

方
に
幅
を
持
た
せ
て
入
札
参
加
を
容

易
に
し
、
ま
た
、
県
営
繕

課
を
は
じ
め
他
市
の
入
札

不
調
案
件
の
対
応
策
と
同

様
に
単
価
の
見
直
し
を
行

い
、
再
積
算
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
下
妻
中
学
校
改
築
工
事

は
、
発
注
が
２
か
月
遅
れ

と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、

平
成
30
年
４
月
の
開
校
は

問
題
な
く
達
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
平
成
30
年

度
当
初
に
既
存
校
舎
を
解

体
し
、
年
度
末
ま
で
に
駐

輪
場
及
び
部
室
棟
を
建
設
、

平
成
31
年
度
中
旬
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。
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市
道
２
０
４
号
線
の

大
型
車
両
通
行

に
つ
い
て

斯
波
元
気

　議
員
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上
妻
・
黒
駒
地
区
に

　
　
　
　
　
あ
る
市
道
２
０
４
号
線

　
　
　
　
　
は
、
東
山
地
区
住
民
の
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待
機
児
童
や
潜
在
的

　
　
　
　
　
待
機
児
童
の
解
消
に
向

　
　
　
　
　
け
た
早
急
な
対
策
を
求

め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
保
護

者
か
ら
待
た
れ
て
い
る
施
策
の
病
児

保
育
の
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
度
に
、
既

　
　
　
　
　
存
の
認
可
保
育
園
の
施

　
　
　
　
　
設
整
備
を
実
施
し
、
50

名
の
定
員
拡
大
を
図
っ
た
が
、
昨
年

４
月
１
日
に
26
名
の
待
機
児
童
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
利
用
定
員
枠
を

さ
ら
に
拡
大
し
、
小
規
模
保
育
施
設

の
前
倒
し
開
設
で
前
年
度
比
48
名
増

員
し
た
結
果
、
本
年
４
月
１
日
で
は

待
機
児
童
は
解
消
し
た
。
し
か
し
、

本
年
９
月
１
日
現
在
で
、
育
児
休
業

か
ら
の
復
帰
や
新
生
児
の
入
所
申
し

込
み
等
に
よ
り
10
名
の
待
機
児
童
が

お
り
、
そ
の
ほ
か
特
定
の
保
育
施
設

の
み
を
希
望
し
た
入
所
待
ち
の
潜
在

的
待
機
児
童
が
７
名
と
な
っ

て
い
る
。
待
機
児
童
の
主
な

要
因
と
し
て
、
家
庭
環
境
の
変

化
や
制
度
改
正
に
伴
う
入
所
条

件
の
緩
和
等
に
よ
る
入
所
希
望

者
の
大
幅
な
増
加
が
あ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
深
刻
な
保

育
士
不
足
の
状
態
で
あ
り
、

本
市
の
認
可
保
育
園
等
に
お
い

て
も
保
育
士
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
で
保

育
士
の
確
保
に
向
け
た
追
加
対

策
が
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
早

急
に
施
策
を
精
査
し
、
対
応
し

て
い
く
。
潜
在
的
待
機
児
童
対

策
は
、
国
で
現
状
の
把
握
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
し

適
切
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　
病
児
保
育
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
は
認
識
し
て
お
り
、
仕
事
等
で
看

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
選
択
肢

の
一
つ
の
事
業
と
考
え
て
い
る
。
事

業
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
の

見
込
み
や
専
任
の
職
員
配
置
、
事
業

運
営
に
不
安
定
な
部
分
が
あ
り
、
運

営
施
設
の
選
定
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
特
に
配
慮
が
必
要
な
病

児
の
保
育
と
な
る
た
め
、
事
故
等
に

十
分
注
意
し
な
が
ら
安
全
な
保
育
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
運
営
方
法
及
び

先
行
事
例
等
を
調
査
研
究
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
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建築から40年以上が経過する下妻中学校校舎

待機児童解消に向けた対応が求められている

飼い犬のふん害対策の協議が進められている

保
育
行
政
の

拡
充
を
求
め
て

平
井

　誠

　議
員

　
　
　
　
　
　
平
成
27
、
28
年
に
設

　
　
　
　
　
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電

　
　
　
　
　
施
設
の
面
積
と
そ
の
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
設
置
に
お
け
る
事
業
者
と
住
民

や
行
政
と
の
間
に
あ
つ
れ
き
は
な
か

っ
た
か
、
そ
の
際
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
。

　
今
後
、
笠
間
市
や
つ
く
ば
市
な
ど

の
よ
う
に
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　  

国
の
再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　
　
　
ル
ギ
ー
電
力
の
固
定
価

　
　
　
　
　
格
買
取
制
度
に
よ
る
認

知
状
況
や
稼
働
状
況
は
、
経
済
産
業

省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
公
表
し

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
本
年

４
月
現
在
で
、
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
も
の
は
、
稼
働
件
数
３
５
７

件
で
、
う
ち
、
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上

は
17
件
で
あ
る
。

　
事
業
者
と
の
あ
つ
れ
き
で
は
な
い

が
、
太
陽
光
発
電
施
設
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
砂
沼
球
場
に
お
い

て
、
硬
式
野

球
で
の
利
用

は
、
飛
球
に

よ
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
破

損
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、

大
会
開
催
や

対
戦
形
式
の

利
用
な
ど
の

一
部
利
用
制

限
を
説
明

し
、
貸
出
を

行
っ
て
お

り
、
太
陽
光

発
電
施
設
の

設
置
者
や
県

の
公
園
街
路

課
と
利
用
制

限
解
消
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
茨
城

県
が
策
定
し
た
「
太
陽
光
発
電
施
設

の
適
正
な
設
置
・
管
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
28
年
10
月
１

日
施
行
）
に
基
づ
き
事
業
者
と
事
前

協
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者

に
対
し
適
正
な
設
置
、
管
理
、
撤

去
、
廃
棄
を
誘
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
法
的
な
規
制
が
な
い
た
め
、
事

業
者
の
対
応
や
他
市
の
状
況
等
を
考

慮
し
、
市
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
。
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●●●●太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て

程
塚
裕
行

　議
員

　
　
　
　
　
　
砂
沼
周
辺
の
観
光
開

　
　
　
　
　
発
に
併
せ
て
、
市
民
の

　
　
　
　
　
モ
ラ
ル
向
上
策
と
し
て

犬
の
ふ
ん
公
害
防
止
の
条
例
化
も
必

要
と
考
え
る
が
お
考
え
を
お
示
し
願

い
た
い
。

　
　
　
　  

　
県
内
市
町
村
に
お
け

　
　
　
　
　
る
飼
い
犬
の
ふ
ん
害
に

　
　
　
　
　
関
す
る
条
例
は
、
28
市

町
村
が
制
定
し
て
い
る
。

環
境
美
化
等
の
一
環
で
飼

い
犬
の
ふ
ん
害
に
関
す
る

項
目
を
設
け
て
い
る
も
の

が
25
件
、
飼
い
犬
の
ふ
ん

害
に
特
化
し
た
も
の
が
３

件
で
あ
り
、
全
て
の
条
例

が
区
域
を
限
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
市
町
村

全
域
を
対
象
区
域
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
制
定
前
後

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

制
定
直
後
は
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
の
時
間
が

経
過
す
る
に
つ
れ
効
果
が

薄
ら
い
で
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
砂
沼
の
遊
歩
道
な
ど
は
、
砂
沼
広

域
公
園
と
し
て
茨
城
県
都
市
公
園
条

例
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本

市
が
茨
城
県
と
協
定
を
結
び
、
管
理

し
て
い
る
。
茨
城
県
都
市
公
園
条
例

に
は
行
為
の
禁
止
事
項
が
定
め
ら

れ
、
第
５
条
第
６
号
に
「
ご
み
そ
の

他
の
汚
物
を
捨
て
る
こ
と
。」と
規
定

が
あ
り
、
新
た
に
市
条
例
を
設
置
す

る
こ
と
な
く
、
県
条
例
に
基
づ
き
、

飼
い
犬
の
指
導
を
担
当
す
る
生
活
環

境
課
、
砂
沼
広
域
公
園
を
管
理
し
て

い
る
都
市
整
備
課
、
県
の
公
園
担
当

で
あ
る
公
園
街
路
課
と
新
た
な
禁
止

看
板
設
置
な
ど
の
飼
い
犬
の
ふ
ん
害

に
対
応
す
る
方
策
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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砂
沼
周
辺
飼
い
犬
の

ふ
ん
公
害
防
止
条
例

の
設
置
に
つ
い
て

塚
越

　節

　議
員

一　般　質　問一　般　質　問

しもつま市議会だより７ 第２０８号 ６

太陽光発電施設設置に伴い、一部利用制限を行っている砂沼球場

下
妻
中
学
校
建
設

事
業
入
札
不
調
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て

岡
田
正
美

　議
員
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下
妻
中
学
校
建
設
の

　
　
　
　
　
入
札
は
辞
退
に
よ
り
一

　
　
　
　
　
度
不
調
に
な
っ
た
が
、

今
般
契
約
の
運
び
と
な
っ
た
。
設
計

事
務
所
の
積
算
額
の
根
拠
等
に
つ
い

て
、
事
後
考
証
を
し
た
の
か
。
今
後

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
。
ま
た
、
入

札
不
調
に
よ
る
影
響
と
、
今
後
の
日

程
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　  

入
札
辞
退
に
よ
る
不

　
　
　
　
　
調
と
な
っ
た
原
因
の
一

　
　
　
　
　
つ
と
し
て
、
入
札
予
定

価
格
を
事
前
公
表
す
る
方
式
を
採
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
入
札
予
定
者
が

採
算
性
等
を
考
慮
し
た
上
で
入
札
参

加
可
否
の
判
断
が
行
え
る
制
度
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
学
校
改
築
な
ど
の
大
規
模
な

工
事
は
短
期
間
で
の
積
算
が
困
難
な

た
め
、
競
争
参
加
資
格
確
認
申
請
後

に
入
札
参
加
の
判
断
を
す
る
こ
と
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
参
加
資
格
申
請

後
の
辞
退
が
生
じ
た
と
考
え
て
い

る
。
再
公
告
に
向
け
た
設
計
見
直
し

の
た
め
、
入
札
参
加
予
定
で
あ
っ
た

４
Ｊ
Ｖ
に
、
辞
退
理
由
・
参
考
積
算

額
・
参
考
数
量
・
入
札
参
加
条
件
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
内

部
検
証
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
設
計

会
社
に
よ
り
数
量
の
再
計
算
を
行
っ

た
が
、
設
計
数
量
の
誤
り
は
確
認
で

き
ず
、
当
初
設
計
に
問
題
が
な
か
っ

た
と
判
断
し
た
。

　
再
入
札
は
、
入
札
参
加
形
態
を
３

社
Ｊ
Ｖ
か
ら
２
〜
４
社
Ｊ
Ｖ
と
組
み

方
に
幅
を
持
た
せ
て
入
札
参
加
を
容

易
に
し
、
ま
た
、
県
営
繕

課
を
は
じ
め
他
市
の
入
札

不
調
案
件
の
対
応
策
と
同

様
に
単
価
の
見
直
し
を
行

い
、
再
積
算
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
下
妻
中
学
校
改
築
工
事

は
、
発
注
が
２
か
月
遅
れ

と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、

平
成
30
年
４
月
の
開
校
は

問
題
な
く
達
成
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
平
成
30
年

度
当
初
に
既
存
校
舎
を
解

体
し
、
年
度
末
ま
で
に
駐

輪
場
及
び
部
室
棟
を
建
設
、

平
成
31
年
度
中
旬
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。
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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
　
街
路
灯
、
防
犯
灯

　
　
　
　
　
　
の
大
多
数
が
市
の
管

　
　
　
　
　
　
理
し
て
い
る
歩
道
上

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
果
た
し

て
い
る
が
、
老
朽
化
に
伴
い
落
下
等

の
危
険
が
増
し
て
い
る
。
現
在
ま
で

の
設
置
状
況
及
び
設
置
基
準
、
検
査

点
検
指
導
の
有
無
に
つ
い
て
、
及
び

街
路
灯
、
防
犯
灯
落
下
に
よ
り
、
市

の
管
理
し
て
い
る
道
路
上
で
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
市
の
対
応
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
防
犯
灯
の
設
置
状
況

　
　
　
　
　
は
、
昨
年
度
末
時
点

　
　
　
　
　
で
、
市
が
管
理
し
て

い
る
も
の
が
１
２
０
４
基
、
自
治
区

管
理
が
１
４
９
５
基
で
あ
る
。
設
置

基
準
と
し
て
は
、
付
近
に
防
犯
灯
そ

の
他
の
照
明
設
備
が
あ
る
場
合
は
、

当
該
照
明
設
備
か
ら
概
ね
50
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
た
箇
所
に
設
置
す
る
も

の
と
規
定
し
て
い
る
。
設
置
後
の
検

査
は
、
設
置
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

写
真
、
そ
の
他
関
係
書
類
及
び
担
当

職
員
が
目
視
を
行
い
、
そ
の
後
の
点

検
は
、
防
犯
灯
の
球
切
れ
に
よ
る
交

換
な
ど
の
際
に
修
理
業
者
に
依
頼
す

る
ほ
か
、
担
当
職
員
が
目
視
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
の
商
店
街
の
街

路
灯
は
、
各
商
店
会
が
下
妻
市
商
店

街
整
備
街
路
灯
設
置
補
助
金
交
付
要

項
に
基
づ
き
、
自
ら
申
請
し
整
備
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
、
11

団
体
が
約
８
６
０
基
設
置
し
て
い

る
。
街
路
灯
の
検
査
指
導
は
当
該
補

助
金
の
交
付
要
項
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　
市
が
管
理
す
る
防
犯
灯
が
落
下
し

た
場
合
は
、
万
が
一
の
事
故
の
た
め

の
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
加
入

し
て
い
る
が
、
今
後
も
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。
商
店
会
設
置

の
街
路
灯
は
、
各
商
店
会
で
組
織
さ

れ
た
街
路
灯
組
合
が
主
体
と
な
り
維

持
管
理
を
し
て
い
る
。
老
朽
化
し
た

街
路
灯
の
事
故
に
よ
り
歩
行
者
等
が

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
市
商
工
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
安
全
な
維
持
管
理

を
促
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
道
路
の

通
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
を
確

認
し
た
場
合
は
、
設
置
者
等
に
連
絡

し
、
指
導
に
努
め
る
も
の
で
あ
る

が
、
個
人
所
有
の
防
犯
灯
が
落
下
し

た
場
合
は
、
基
本
的
に
は
設
置
者
の

責
任
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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街
路
灯
、
防
犯
灯
の

設
置
管
理
、
責
任

に
つ
い
て

矢
島
博
明

　議
員

　
　
　
　
　
　
　
下
妻
中
学
校
校
舎

　
　
　
　
　
　
改
築
工
事
は
、
千
代

　
　
　
　
　
　
川
中
学
校
、
東
部
中

学
校
の
工
事
と
違
い
、
同
一
敷
地
内

で
の
工
事
と
な
り
、
運
動
場
な
ど
の

使
用
が
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
不

都
合
は
生
じ
な
い
か
、
ま
た
、
旧
ジ

ャ
ス
コ
跡
地
に
来
年
完
成
予
定
で
あ

る
「
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ

ま
」
の
屋
根
付
き
多
目
的
広
場
を
学

校
の
運
動
場
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、

生
徒
の
優
先
的
利
用
は
で
き
な
い
か

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
校
舎
改
築
工
事
に
伴

　
　
　
　
　
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部

　
　
　
　
　
が
使
用
で
き
な
く
な
る

が
、
体
育
授
業
や
体
育
祭
な
ど
学
校

教
育
に
な
る
べ
く
支
障
が
出
な
い
よ

う
工
事
計
画
を
調
整
し
て
い
る
。
部

活
動
に
つ
い
て
は
、
影
響
が
避
け
ら

れ
ず
、
特
に
、
テ
ニ
ス
部
は
平
成
29

年
度
末
、
卓
球
部
は
平
成
30
年
度

末
、
野
球
部
は
平
成
31
年
年
度
中
頃

ま
で
現
在
の
よ
う
に
は
使
用
で
き
な

い
状
況
と
な
り
、
隣
接

の
砂
沼
広
域
公
園
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
や
多
目
的

広
場
、
砂
沼
球
場
な
ど

の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
他

の
屋
外
活
動
の
運
動
部

に
関
し
て
も
、
活
動
範

囲
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
と
な
る
。

校
舎
改
築
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
は
、
生
徒
た

ち
の
学
校
生
活
に
不
便

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
が
、
早
期
完
成

に
向
け
事
業
を
進
め
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま

は
、
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
地
域

の
活
性
化
及
び
市
街
地
再
生
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
」
に
し
て
い
く

た
め
の
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
専
用
施
設
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
下
妻
中
学
校
の

生
徒
が
優
先
的
に
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
広
く
利
用
す
る
こ
と

が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し

も
つ
ま
の
完
成
後
は
、
一
般
利
用
者

が
使
用
し
な
い
時
間
が
あ
れ
ば
部
活

動
で
の
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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下
妻
中
学
校
校
舎

改
築
工
事
に
お
い
て
、

授
業
・
部
活
動
へ
の

影
響
は
な
い
か

小
竹

　薫

　議
員

　
　
　
　
　
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も

　
　
　
　
　
つ
ま
の
今
後
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
及
び
砂
沼
サ

ン
ビ
ー
チ
の
来
年
度
以
降
の
運
営
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
当
市
の
住
民
税

額
に
与
え
る
影
響
や
収
支
に
つ
い

て
、
自
身
が
居
住
す
る
自
治
体
へ
呼

び
か
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が

ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　    

　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も

　
　
　
　
　
つ
ま
は
、
厳
し
い
経
営

　
　
　
　
　
環
境
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
ふ
れ
あ
い
下
妻
再
建
検
討
委
員

会
で
経
営
再
建
に
向
け
た
検
討
を
重

ね
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
指
定
管
理

期
間
を
３
年
と
し
て
、
株
式
会
社
ふ

れ
あ
い
下
妻
が
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
字

を
計
上
し
て
い
た
農
園
部
門
を
切
り

離
す
と
と
も
に
、
直
売
所
も
規
模
を

縮
小
し
て
運
営
し
、
さ
ら
に
、
進
出

企
業
等
の
利
用
に
よ
る
客
室
稼
働
率

の
向
上
な
ど
で
営
業
利
益
の
赤
字
幅

も
縮
小
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
引
き
続
き
費
用
対
効
果
な
ど
を

慎
重
に
判
断
し
、
整
備
方
針
を
決
定

し
て
い
く
。

　
続
い
て
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
本

年
度
の
収
益
は
、
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
が
、
来
年
度
の
運
営
は
、
繰
越
見

込
額
か
ら
可
能
と
考
え
て

い
る
。
観
光
資
源
と
し
て

の
役
割
が
強
い
施
設
で
あ

る
た
め
、
収
支
状
況
や
施

設
の
安
全
面
の
状
況
な

ど
を
的
確
に
把
握
し
、

今
後
の
運
営
を
検
討
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

  

下
妻
市
民
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
場
合
、
そ
れ

に
伴
う
寄
附
金
控
除
が
発

生
し
、
市
民
税
が
減
収
と

な
る
が
、
国
か
ら
の
交
付

税
措
置
で
減
収
分
の
75
％

が
補
填
さ
れ
る
こ
と
か
ら

市
民
税
へ
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
昨
年
度
の
収
支

は
、
経
費
を
差
し
引
い
た
収
入
か
ら

減
収
分
を
差
し
引
き
、
交
付
税
を
加

え
る
と
約
８
４
０
万
円
の
収
益
が
得

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
自
分
の
意
志
で
応
援
し
た

い
自
治
体
を
選
び
、
寄
附
金
の
使
途

も
指
定
が
可
能
で
あ
る
。
居
住
地
へ

の
納
税
も
可
能
で
あ
り
、
他
市
町
村

の
み
な
ら
ず
、
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
ま
た
、

従
来
の
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
の
宿
泊
券
に

加
え
、
い
ち
ご
狩
り
体
験
チ
ケ
ッ

ト
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
招
待
券
を
返

礼
品
に
追
加
し
、
好
評
を
得
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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●
●
●下

妻
市
決
算
審
査
等

意
見
書
か
ら
見
え
て

く
る
当
市
の
状
況
と

課
題
に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員

しもつま市議会だより９ 第２０８号 ８

市道204号線周辺図

市ＨＰ内でのふるさと下妻寄附のお礼の品紹介下妻中学校改築に伴い、プール施設の解体が完了している。

大町地内に設置されている街路灯

生
活
道
路
で
あ
り
、
大
型
車
両
の
進

入
に
よ
り
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
は
す

れ
違
い
が
で
き
ず
、
長
時
間
待
た
さ

れ
る
。
ま
た
、
用
水
に
か
か
る
橋
の

破
損
を
危
惧
す
る
声
が
あ
る
た
め
、

見
解
を
伺
う
。

　
市
道
２
０
４
号
線
へ
の
大
型
車
両

の
進
入
や
周
辺
の
盛
土
状
況
に
つ
い

て
、
法
令
に
照
ら
し
て
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
状
況
に
対
す

る
市
と
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　  

上
妻
小
学
校
北
の

　
　
　
　
　
　
黒
駒
南
交
差
点
先
の

　
　
　
　
　
　
江
連
用
水
路
付
近
か

ら
東
側
は
、
幅
員
が
３
〜
３
・
５
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
と
狭
く
、
大
型
車
が
通

行
し
た
場
合
、
す
れ
違
い
が
で
き
な

い
状
態
で
あ
り
、
通
行
に
支
障
が
出

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
用
水
に
か
か

る
「
大
橋
」
は
、
昭
和
47
年
に
竣
工

し
、
道
路
運
送
車
両
法
で
定
め
る
車

両
の
輪
荷
重
を
満
た
し
た
橋
で
あ
る

が
、
多
数
の
大
型
車
の
通
行
が
長
期

間
続
く
場
合
、
橋
や
用
水
路
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
黒
駒
南
交
差
点
は
、
大
型
貨
物
自

動
車
等
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
の
規

制
に
よ
り
、
県
道
結
城
・
下
妻
線
を

右
左
折
し
て
の
市
道
２
０
４
号
線
へ

の
進
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
交
差
点
西
側
の
市
道
１
４
８
１
号

線
は
、
大
型
貨
物
自
動
車
等
通
行
禁

止
の
規
制
は
あ
る
が
、
下
妻
警
察
署

長
の
許
可
で
、
通
行
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
市
道
２
０
４
号
線
周
辺
の
盛

土
等
は
、
現
在
２
か
所
で
行
わ
れ
て

お
り
、
１
か
所
目
は
、
平
成
26
年
に

市
条
例
の
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、

許
可
条
件
違
反
で
指
導
中
で
あ
る
。

２
か
所
目
は
、
無
許
可
の
土
砂
堆
積

現
場
で
、
本
年
１
月
に
立
木
伐
採
を

確
認
し
て
以
来
、
市
条
例
規
定
に
よ

る
適
切
な
事
業
実
施
を
指
示
し
て
い

た
が
、
５
月
に
条
例
違
反
を
確
認

し
た
。
さ
ら
に
随
時
指
導
を
行
っ
て

い
た
が
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
事
業
中
止
を
文
書
で

求
め
る
行
政
指
導
を
８
月
23
日
に

行
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
大
型
車
両

の
往
来
に
よ
り
道
路
の
損
傷
が
著
し

い
な
ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
８
月
18
日
に
下
妻

警
察
署
へ
現
状
説
明
と
対
策
検
討
を

要
請
、
学
校
教
員
に
よ
る
現
場
状
況

確
認
と
児
童
に
対
す
る
安
全
指
導
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
市
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
監
督
処
分
並
び
に
刑
事
事

件
と
し
て
茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課
と

連
携
し
、
警
察
に
告
発
を
行
い
違
反

状
態
に
歯
止
め
を
掛
け
、
交
通
規

制
、
交
通
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
引

き
続
き
警
察
へ
要
望
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
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一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
　
街
路
灯
、
防
犯
灯

　
　
　
　
　
　
の
大
多
数
が
市
の
管

　
　
　
　
　
　
理
し
て
い
る
歩
道
上

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
役
目
を
果
た
し

て
い
る
が
、
老
朽
化
に
伴
い
落
下
等

の
危
険
が
増
し
て
い
る
。
現
在
ま
で

の
設
置
状
況
及
び
設
置
基
準
、
検
査

点
検
指
導
の
有
無
に
つ
い
て
、
及
び

街
路
灯
、
防
犯
灯
落
下
に
よ
り
、
市

の
管
理
し
て
い
る
道
路
上
で
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
市
の
対
応
を
伺

う
。

　
　
　
　
　
　
防
犯
灯
の
設
置
状
況

　
　
　
　
　
は
、
昨
年
度
末
時
点

　
　
　
　
　
で
、
市
が
管
理
し
て

い
る
も
の
が
１
２
０
４
基
、
自
治
区

管
理
が
１
４
９
５
基
で
あ
る
。
設
置

基
準
と
し
て
は
、
付
近
に
防
犯
灯
そ

の
他
の
照
明
設
備
が
あ
る
場
合
は
、

当
該
照
明
設
備
か
ら
概
ね
50
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
た
箇
所
に
設
置
す
る
も

の
と
規
定
し
て
い
る
。
設
置
後
の
検

査
は
、
設
置
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

写
真
、
そ
の
他
関
係
書
類
及
び
担
当

職
員
が
目
視
を
行
い
、
そ
の
後
の
点

検
は
、
防
犯
灯
の
球
切
れ
に
よ
る
交

換
な
ど
の
際
に
修
理
業
者
に
依
頼
す

る
ほ
か
、
担
当
職
員
が
目
視
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
の
商
店
街
の
街

路
灯
は
、
各
商
店
会
が
下
妻
市
商
店

街
整
備
街
路
灯
設
置
補
助
金
交
付
要

項
に
基
づ
き
、
自
ら
申
請
し
整
備
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
ま
で
に
、
11

団
体
が
約
８
６
０
基
設
置
し
て
い

る
。
街
路
灯
の
検
査
指
導
は
当
該
補

助
金
の
交
付
要
項
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　
市
が
管
理
す
る
防
犯
灯
が
落
下
し

た
場
合
は
、
万
が
一
の
事
故
の
た
め

の
市
民
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
加
入

し
て
い
る
が
、
今
後
も
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。
商
店
会
設
置

の
街
路
灯
は
、
各
商
店
会
で
組
織
さ

れ
た
街
路
灯
組
合
が
主
体
と
な
り
維

持
管
理
を
し
て
い
る
。
老
朽
化
し
た

街
路
灯
の
事
故
に
よ
り
歩
行
者
等
が

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
市
商
工
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
安
全
な
維
持
管
理

を
促
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
道
路
の

通
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
を
確

認
し
た
場
合
は
、
設
置
者
等
に
連
絡

し
、
指
導
に
努
め
る
も
の
で
あ
る

が
、
個
人
所
有
の
防
犯
灯
が
落
下
し

た
場
合
は
、
基
本
的
に
は
設
置
者
の

責
任
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
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●●●●
●●●●
街
路
灯
、
防
犯
灯
の

設
置
管
理
、
責
任

に
つ
い
て

矢
島
博
明

　議
員

　
　
　
　
　
　
　
下
妻
中
学
校
校
舎

　
　
　
　
　
　
改
築
工
事
は
、
千
代

　
　
　
　
　
　
川
中
学
校
、
東
部
中

学
校
の
工
事
と
違
い
、
同
一
敷
地
内

で
の
工
事
と
な
り
、
運
動
場
な
ど
の

使
用
が
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
不

都
合
は
生
じ
な
い
か
、
ま
た
、
旧
ジ

ャ
ス
コ
跡
地
に
来
年
完
成
予
定
で
あ

る
「
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ

ま
」
の
屋
根
付
き
多
目
的
広
場
を
学

校
の
運
動
場
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、

生
徒
の
優
先
的
利
用
は
で
き
な
い
か

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
校
舎
改
築
工
事
に
伴

　
　
　
　
　
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部

　
　
　
　
　
が
使
用
で
き
な
く
な
る

が
、
体
育
授
業
や
体
育
祭
な
ど
学
校

教
育
に
な
る
べ
く
支
障
が
出
な
い
よ

う
工
事
計
画
を
調
整
し
て
い
る
。
部

活
動
に
つ
い
て
は
、
影
響
が
避
け
ら

れ
ず
、
特
に
、
テ
ニ
ス
部
は
平
成
29

年
度
末
、
卓
球
部
は
平
成
30
年
度

末
、
野
球
部
は
平
成
31
年
年
度
中
頃

ま
で
現
在
の
よ
う
に
は
使
用
で
き
な

い
状
況
と
な
り
、
隣
接

の
砂
沼
広
域
公
園
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
や
多
目
的

広
場
、
砂
沼
球
場
な
ど

の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
他

の
屋
外
活
動
の
運
動
部

に
関
し
て
も
、
活
動
範

囲
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
状
況
と
な
る
。

校
舎
改
築
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
は
、
生
徒
た

ち
の
学
校
生
活
に
不
便

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
が
、
早
期
完
成

に
向
け
事
業
を
進
め
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま

は
、
砂
沼
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
地
域

の
活
性
化
及
び
市
街
地
再
生
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
」
に
し
て
い
く

た
め
の
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
専
用
施
設
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
下
妻
中
学
校
の

生
徒
が
優
先
的
に
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
広
く
利
用
す
る
こ
と

が
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し

も
つ
ま
の
完
成
後
は
、
一
般
利
用
者

が
使
用
し
な
い
時
間
が
あ
れ
ば
部
活

動
で
の
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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●●●●
●●●●
●●●●

●●●●
●●●●
●●●●

●●●●
●●●●
●●●●

●●
●●
●●下

妻
中
学
校
校
舎

改
築
工
事
に
お
い
て
、

授
業
・
部
活
動
へ
の

影
響
は
な
い
か

小
竹

　薫

　議
員

　
　
　
　
　
　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も

　
　
　
　
　
つ
ま
の
今
後
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
及
び
砂
沼
サ

ン
ビ
ー
チ
の
来
年
度
以
降
の
運
営
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
当
市
の
住
民
税

額
に
与
え
る
影
響
や
収
支
に
つ
い

て
、
自
身
が
居
住
す
る
自
治
体
へ
呼

び
か
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が

ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　    

　
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も

　
　
　
　
　
つ
ま
は
、
厳
し
い
経
営

　
　
　
　
　
環
境
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
ふ
れ
あ
い
下
妻
再
建
検
討
委
員

会
で
経
営
再
建
に
向
け
た
検
討
を
重

ね
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
指
定
管
理

期
間
を
３
年
と
し
て
、
株
式
会
社
ふ

れ
あ
い
下
妻
が
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
字

を
計
上
し
て
い
た
農
園
部
門
を
切
り

離
す
と
と
も
に
、
直
売
所
も
規
模
を

縮
小
し
て
運
営
し
、
さ
ら
に
、
進
出

企
業
等
の
利
用
に
よ
る
客
室
稼
働
率

の
向
上
な
ど
で
営
業
利
益
の
赤
字
幅

も
縮
小
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
引
き
続
き
費
用
対
効
果
な
ど
を

慎
重
に
判
断
し
、
整
備
方
針
を
決
定

し
て
い
く
。

　
続
い
て
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
本

年
度
の
収
益
は
、
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
が
、
来
年
度
の
運
営
は
、
繰
越
見

込
額
か
ら
可
能
と
考
え
て

い
る
。
観
光
資
源
と
し
て

の
役
割
が
強
い
施
設
で
あ

る
た
め
、
収
支
状
況
や
施

設
の
安
全
面
の
状
況
な

ど
を
的
確
に
把
握
し
、

今
後
の
運
営
を
検
討
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

  

下
妻
市
民
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
場
合
、
そ
れ

に
伴
う
寄
附
金
控
除
が
発

生
し
、
市
民
税
が
減
収
と

な
る
が
、
国
か
ら
の
交
付

税
措
置
で
減
収
分
の
75
％

が
補
填
さ
れ
る
こ
と
か
ら

市
民
税
へ
の
影
響
は
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
昨
年
度
の
収
支

は
、
経
費
を
差
し
引
い
た
収
入
か
ら

減
収
分
を
差
し
引
き
、
交
付
税
を
加

え
る
と
約
８
４
０
万
円
の
収
益
が
得

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
自
分
の
意
志
で
応
援
し
た

い
自
治
体
を
選
び
、
寄
附
金
の
使
途

も
指
定
が
可
能
で
あ
る
。
居
住
地
へ

の
納
税
も
可
能
で
あ
り
、
他
市
町
村

の
み
な
ら
ず
、
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
呼
び
か
け
て
い
く
。
ま
た
、

従
来
の
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
の
宿
泊
券
に

加
え
、
い
ち
ご
狩
り
体
験
チ
ケ
ッ

ト
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
招
待
券
を
返

礼
品
に
追
加
し
、
好
評
を
得
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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下
妻
市
決
算
審
査
等

意
見
書
か
ら
見
え
て

く
る
当
市
の
状
況
と

課
題
に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員
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市道204号線周辺図

市ＨＰ内でのふるさと下妻寄附のお礼の品紹介下妻中学校改築に伴い、プール施設の解体が完了している。

大町地内に設置されている街路灯

生
活
道
路
で
あ
り
、
大
型
車
両
の
進

入
に
よ
り
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
は
す

れ
違
い
が
で
き
ず
、
長
時
間
待
た
さ

れ
る
。
ま
た
、
用
水
に
か
か
る
橋
の

破
損
を
危
惧
す
る
声
が
あ
る
た
め
、

見
解
を
伺
う
。

　
市
道
２
０
４
号
線
へ
の
大
型
車
両

の
進
入
や
周
辺
の
盛
土
状
況
に
つ
い

て
、
法
令
に
照
ら
し
て
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
状
況
に
対
す

る
市
と
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　  

上
妻
小
学
校
北
の

　
　
　
　
　
　
黒
駒
南
交
差
点
先
の

　
　
　
　
　
　
江
連
用
水
路
付
近
か

ら
東
側
は
、
幅
員
が
３
〜
３
・
５
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
と
狭
く
、
大
型
車
が
通

行
し
た
場
合
、
す
れ
違
い
が
で
き
な

い
状
態
で
あ
り
、
通
行
に
支
障
が
出

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
用
水
に
か
か

る
「
大
橋
」
は
、
昭
和
47
年
に
竣
工

し
、
道
路
運
送
車
両
法
で
定
め
る
車

両
の
輪
荷
重
を
満
た
し
た
橋
で
あ
る

が
、
多
数
の
大
型
車
の
通
行
が
長
期

間
続
く
場
合
、
橋
や
用
水
路
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
黒
駒
南
交
差
点
は
、
大
型
貨
物
自

動
車
等
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
の
規

制
に
よ
り
、
県
道
結
城
・
下
妻
線
を

右
左
折
し
て
の
市
道
２
０
４
号
線
へ

の
進
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
交
差
点
西
側
の
市
道
１
４
８
１
号

線
は
、
大
型
貨
物
自
動
車
等
通
行
禁

止
の
規
制
は
あ
る
が
、
下
妻
警
察
署

長
の
許
可
で
、
通
行
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
市
道
２
０
４
号
線
周
辺
の
盛

土
等
は
、
現
在
２
か
所
で
行
わ
れ
て

お
り
、
１
か
所
目
は
、
平
成
26
年
に

市
条
例
の
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、

許
可
条
件
違
反
で
指
導
中
で
あ
る
。

２
か
所
目
は
、
無
許
可
の
土
砂
堆
積

現
場
で
、
本
年
１
月
に
立
木
伐
採
を

確
認
し
て
以
来
、
市
条
例
規
定
に
よ

る
適
切
な
事
業
実
施
を
指
示
し
て
い

た
が
、
５
月
に
条
例
違
反
を
確
認

し
た
。
さ
ら
に
随
時
指
導
を
行
っ
て

い
た
が
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
事
業
中
止
を
文
書
で

求
め
る
行
政
指
導
を
８
月
23
日
に

行
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
大
型
車
両

の
往
来
に
よ
り
道
路
の
損
傷
が
著
し

い
な
ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
８
月
18
日
に
下
妻

警
察
署
へ
現
状
説
明
と
対
策
検
討
を

要
請
、
学
校
教
員
に
よ
る
現
場
状
況

確
認
と
児
童
に
対
す
る
安
全
指
導
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
市
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
監
督
処
分
並
び
に
刑
事
事

件
と
し
て
茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課
と

連
携
し
、
警
察
に
告
発
を
行
い
違
反

状
態
に
歯
止
め
を
掛
け
、
交
通
規

制
、
交
通
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
引

き
続
き
警
察
へ
要
望
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
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意　見　書意　見　書

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備に関する意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　我が国は、「児童の権利条約」（１９９４年）を批准しており、第９条３で「締約国は、児童の最善の権
利に反する場合を除くほか、父母の一方又は双方から分離されている児童が定期的に父母のいずれとも人的
な関係及び直接の接触を維持する権利を尊重する」とあり、親子不分離の原則が明示されています。２０１
４年には、ハーグ条約も批准しており、前文で「条約加盟国は子どもの権利が、監護権に関する問題におい
て、最高位に重要であることを強く確信し、不法な連れ去りによる有害な影響から子どもを国際的に守るこ
と、常居国に迅速に戻される方法を確立し、それと同時に子へのアクセスの権利を守ることが望まれる。」と
あり、国際間の子どもの連れ去りを禁止しています。しかし、国内法の未整備から、国内での子どもの連れ
去りは未だ容認されています。
　国内においては、２０１２年には民法も改正され、７６６条「父母が協議上の離婚をするときは、子の監
護をすべき者、父又は母と子との面会及びその他の交流、子の監護に要する費用の分担その他の子の監護に
ついて必要な事項はその協議で定める。この場合においては、子の利益を最も優先して考慮しなければなら
ない。」とあり、初めて、面会交流・養育費が明記されました。しかし、現実には、離婚届出が養育費・面
会交流を取り決めないでも受理されることも多く、面会交流の拡充・養育費の支払いは遅々として進んでい
ないのが現状です。
　これらのことから、２０１４年３月、国会では超党派議員４０名以上が参加し、「親子断絶防止議員連盟」
が設立され、親子断絶防止法の法制化への検討が進められており、一層これらの動きを加速する必要がある
と考えます。
　つきましては、別居親も子どもの成長にかかわっていくことで（頻繁で断続的な面会交流・十分な養育費）、
離婚後の子どもの精神的負担を和らげ、子どもの心の支えとなることに鑑み、「別居・離婚後の親子の断絶
を防止するための法律」を速やかに整備することを求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長
　　　　　　　内 閣 総 理 大 臣、　　　法     務     大     臣

日本原電に対して、東海第二原発の運転期間20年延長の
申請をしないように求める行動を要請する意見書

　福島第一原発事故の際に発せられた緊急事態宣言は今なおそのままです。そして事故がなぜ起こったのか
という原因についても未だ確定的な結論は出ておりません。溶け落ちた核燃料の状態を始め原子炉、格納容
器内の状態が正確に調査できていないのですからそれは当然のことです。津波が原因とする有力な説はあり
ますが、原子力施設機器の損傷が先行したとの説もあります。
　事故を最初に起こしたのは１号機でしたが、この原発は運転期間４０年になる老朽原発でした。改正原子
炉等規制法（通称）によれば、原発の運転期間は「（使用前）検査に合格した日から起算して四十年」と定
められています（原子力規制委員会の許可を得て２０年以内の一回限りの運転延長ができるという２項以降
の規定はありますが）。この運転期間４０年という原則を考慮に入れて、もし福島第一原発１号機の運転が
止まっていたら事故の推移はどうであったろうと、想像することを禁じ得ません。

　東海第二原発は、今、運転期間３７年と６か月を経過しています。２０１１年３月１１日の巨大地震によっ
て被災した原発でもあります。敷地地盤が水平に１．２ｍ、垂直に０．２ｍの地殻変動を受けてもいます。
　東海第二原発は、福島原発事故の１号炉の事実に鑑み、万が一のことを考え、少なくとも運転期間４０年
の改正原子炉等規制法の規定に従うべきと考えます。
　東海第二原発において深刻な事故が発生すればその影響は、設置自治体、ＰＡＺ・ＵＰＺ圏内に止まらず、
下妻市を含む茨城県全域、更には首都圏全域に及ぶものと考えます。
以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、下記事項を求める意見書を提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記

１　改正原子炉等規制法（略称）の運転期間４０年規定を遵守するように日本原電へ求めること
２　東海第二原発の運転期間２０年延長の申請をしないように日本原電へ求めること

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　日本原子力発電株式会社社長、　　　茨　城　県　知　事、　　　東     海     村     長
　　　　　　　水     戸     市     長、　　　日     立     市     長、　　　常 陸 太 田 市 長
　　　　　　　高     萩     市     長、　　　笠     間     市     長、　　　ひ た ち な か 市 長
　　　　　　　常 陸 大 宮 市 長、　　　那     珂     市     長、　　　鉾     田     市     長
　　　　　　　小　美　玉　市　長、　　　茨     城     町     長、　　　大     洗     町     長
　　　　　　　城     里     町     長、　　　大     子     町     長

教育予算の拡充を求める意見書

　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなって
おり、教職員の多忙化が大きな社会問題となっている。また、いじめ・不登校などの課題など、学校をとり
まく状況は複雑化、困難化しており、学校に求められる役割は拡大している。学習指導要領により授業時数
や指導内容が増加している中、子どもたちのゆたかな学びを保障していくためには、少人数教育の推進を含
む計画的な教職員定数改善が必要不可欠である。
　しかしながら、第７次教職員定数改善計画の完成後１０年もの間、国による改善計画のない状況が続いて
いる。自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国段階での国庫負担に裏付けされた定
数改善計画の策定が必要である。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数
措置が行われているが、国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでい
ても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。
　また、東日本大震災等の災害からの教育復興のためには、政府としての人的・物的な援助や財政的な支援
が必要であり、継続的な予算措置をしていくべきである。
　したがって、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよう、
強く要望する。

１　子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、　　　内 閣 官 房 長 官、　　　文 部 科 学 大 臣
　　　　　　　財     務     大     臣、　　　総     務     大     臣
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意　見　書意　見　書

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備に関する意見書

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　我が国は、「児童の権利条約」（１９９４年）を批准しており、第９条３で「締約国は、児童の最善の権
利に反する場合を除くほか、父母の一方又は双方から分離されている児童が定期的に父母のいずれとも人的
な関係及び直接の接触を維持する権利を尊重する」とあり、親子不分離の原則が明示されています。２０１
４年には、ハーグ条約も批准しており、前文で「条約加盟国は子どもの権利が、監護権に関する問題におい
て、最高位に重要であることを強く確信し、不法な連れ去りによる有害な影響から子どもを国際的に守るこ
と、常居国に迅速に戻される方法を確立し、それと同時に子へのアクセスの権利を守ることが望まれる。」と
あり、国際間の子どもの連れ去りを禁止しています。しかし、国内法の未整備から、国内での子どもの連れ
去りは未だ容認されています。
　国内においては、２０１２年には民法も改正され、７６６条「父母が協議上の離婚をするときは、子の監
護をすべき者、父又は母と子との面会及びその他の交流、子の監護に要する費用の分担その他の子の監護に
ついて必要な事項はその協議で定める。この場合においては、子の利益を最も優先して考慮しなければなら
ない。」とあり、初めて、面会交流・養育費が明記されました。しかし、現実には、離婚届出が養育費・面
会交流を取り決めないでも受理されることも多く、面会交流の拡充・養育費の支払いは遅々として進んでい
ないのが現状です。
　これらのことから、２０１４年３月、国会では超党派議員４０名以上が参加し、「親子断絶防止議員連盟」
が設立され、親子断絶防止法の法制化への検討が進められており、一層これらの動きを加速する必要がある
と考えます。
　つきましては、別居親も子どもの成長にかかわっていくことで（頻繁で断続的な面会交流・十分な養育費）、
離婚後の子どもの精神的負担を和らげ、子どもの心の支えとなることに鑑み、「別居・離婚後の親子の断絶
を防止するための法律」を速やかに整備することを求めます。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆　議　院　議　長、　　　参　議　院　議　長
　　　　　　　内 閣 総 理 大 臣、　　　法     務     大     臣

日本原電に対して、東海第二原発の運転期間20年延長の
申請をしないように求める行動を要請する意見書

　福島第一原発事故の際に発せられた緊急事態宣言は今なおそのままです。そして事故がなぜ起こったのか
という原因についても未だ確定的な結論は出ておりません。溶け落ちた核燃料の状態を始め原子炉、格納容
器内の状態が正確に調査できていないのですからそれは当然のことです。津波が原因とする有力な説はあり
ますが、原子力施設機器の損傷が先行したとの説もあります。
　事故を最初に起こしたのは１号機でしたが、この原発は運転期間４０年になる老朽原発でした。改正原子
炉等規制法（通称）によれば、原発の運転期間は「（使用前）検査に合格した日から起算して四十年」と定
められています（原子力規制委員会の許可を得て２０年以内の一回限りの運転延長ができるという２項以降
の規定はありますが）。この運転期間４０年という原則を考慮に入れて、もし福島第一原発１号機の運転が
止まっていたら事故の推移はどうであったろうと、想像することを禁じ得ません。

　東海第二原発は、今、運転期間３７年と６か月を経過しています。２０１１年３月１１日の巨大地震によっ
て被災した原発でもあります。敷地地盤が水平に１．２ｍ、垂直に０．２ｍの地殻変動を受けてもいます。
　東海第二原発は、福島原発事故の１号炉の事実に鑑み、万が一のことを考え、少なくとも運転期間４０年
の改正原子炉等規制法の規定に従うべきと考えます。
　東海第二原発において深刻な事故が発生すればその影響は、設置自治体、ＰＡＺ・ＵＰＺ圏内に止まらず、
下妻市を含む茨城県全域、更には首都圏全域に及ぶものと考えます。
以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、下記事項を求める意見書を提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  記

１　改正原子炉等規制法（略称）の運転期間４０年規定を遵守するように日本原電へ求めること
２　東海第二原発の運転期間２０年延長の申請をしないように日本原電へ求めること

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　日本原子力発電株式会社社長、　　　茨　城　県　知　事、　　　東     海     村     長
　　　　　　　水     戸     市     長、　　　日     立     市     長、　　　常 陸 太 田 市 長
　　　　　　　高     萩     市     長、　　　笠     間     市     長、　　　ひ た ち な か 市 長
　　　　　　　常 陸 大 宮 市 長、　　　那     珂     市     長、　　　鉾     田     市     長
　　　　　　　小　美　玉　市　長、　　　茨     城     町     長、　　　大     洗     町     長
　　　　　　　城     里     町     長、　　　大     子     町     長

教育予算の拡充を求める意見書

　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなって
おり、教職員の多忙化が大きな社会問題となっている。また、いじめ・不登校などの課題など、学校をとり
まく状況は複雑化、困難化しており、学校に求められる役割は拡大している。学習指導要領により授業時数
や指導内容が増加している中、子どもたちのゆたかな学びを保障していくためには、少人数教育の推進を含
む計画的な教職員定数改善が必要不可欠である。
　しかしながら、第７次教職員定数改善計画の完成後１０年もの間、国による改善計画のない状況が続いて
いる。自治体が見通しを持って安定的に教職員を配置するためには、国段階での国庫負担に裏付けされた定
数改善計画の策定が必要である。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数
措置が行われているが、国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでい
ても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。
　また、東日本大震災等の災害からの教育復興のためには、政府としての人的・物的な援助や財政的な支援
が必要であり、継続的な予算措置をしていくべきである。
　したがって、教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよう、
強く要望する。

１　子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３　震災からの教育復興のための予算措置を継続して行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２８年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　内 閣 総 理 大 臣、　　　内 閣 官 房 長 官、　　　文 部 科 学 大 臣
　　　　　　　財     務     大     臣、　　　総     務     大     臣
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平
成
28
年
７
月
11
日
か
ら
13
日
の

日
程
で
、大
阪
府
泉
大
津
市
及
び
奈
良

県
橿
原
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、泉
大
津
市
で
は
、総
合

計
画
策
定
へ
の
直
接
的
な
市
民
参
加

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。ま
ち
づ
く

り
の
最
も
基
本
と
な
る
総
合
計
画
の

策
定
を
、市
民
参
加
の
も
と
、市
の
職

員
に
よ
る
検
討
や
有
識
者
か
ら
の
指

導・助
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、公
募
に
よ
る
市
民
会

議
の
ほ
か
に
、大
学
生
会
議
・
中
学
生

会
議
に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

で
若
い
世
代
の
意
見
も
取
り
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
安
心・安
全
」の
視
点
、「
コ
ン

パ
ク
ト
」の
視
点
、「
活
力・共
創
」の
視

点
と
い
う
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理

念
を
設
定
し
、総
合
計
画
に
基
づ
く
事

業
に
つい
て
は
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
事

業
達
成
度
を
図
る
成
果
目
標
を
設
定

し
、評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
が
行
政
の一
方
的
な
も
の

で
は
な
く
、中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
世
代
に
渡
っ
た
意
見
を
反
映
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、次
の
10
年
を
考
え
て
い

く
上
で
素
晴
ら
し
い
試
み
で
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、橿
原
市
で
は
、「
か
し
は
ら
安

心
パ
ー
ク
」に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

過
去
に
経
験
し
た
大
規
模
災
害
か
ら

「
自
助
・
共
助
」の
重
要
性
を
学
ぶ
た

め
、ま
た
地
域
の
防
災
力
向
上
が
市
民

の
安
全
と
命
を
守
る
と
い
う
考
え
か

ら
、市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
や
地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　
そ
の
施
設
で
は
、日
頃
か
ら
防
災
講

座
や
防
災
訓
練
、交
通
安
全・防
犯
講

座
な
ど
を
開
催
し
、市
民
の
高
い
防
災

意
識
を
維
持
し
て
お
り
、本
市
の
防
災

行
政
に
も
大
変
参
考
に
な
る
事
例
で

し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
28
年
７
月
６
日
か
ら
８
日
の
日

程
で
、北
海
道
恵
庭
市
及
び
北
海
道

江
別
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、恵
庭
市
で
は
、「
読
書
の

ま
ち
恵
庭
市
」の
推
進
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
市
立
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も（
児

童
書
）の
利
用
数
の
伸
び
悩
み
か
ら
、

平
成
25
年
に
は
、「
恵
庭
市
　
人
と
ま

ち
を
育
む
読
書
条
例
」を
施
行
し
、豊

か
な
読
書
環
境
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る

み
で
推
進
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、子
ど

も
の
読
書
環
境
づ
く
り
の
た
め
に「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」を
全
国
に
先
駆
け

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。９
、10
ヶ
月
児

に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診
の
際
に
絵

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を

手
渡
し
た
り
、１
歳
６
ヶ
月
健
診
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
家
庭
の
読
書
環
境
の
把

握
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、市
立
図

書
館
と
学
校
図
書
館
の
一
元
化
を
図

り
、オ
ン
ラ
イ
ン
連
携
と
配
本
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、図
書
を
使

用
し
た
学
習
活
動
の
支
援
や
、学
校
図

書
館
利
用
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
次
に
江
別
市
で
は
、「
親
子
安
心
育

成
支
援
事
業（
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
）」

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。子
育
て
世

代
の
交
流
や
情
報
交
換
の
た
め
、７
つ
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ひ
ろ
ば
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。大
型
商
業
施
設

内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、そ
こ

に
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
遊
べ
る
大

型
の
遊
具
等
を
備
え
、ま
た
、一
時
預
か

り
の
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、子
育
て
講
座
の
定
期
開
催

や
、就
労
相
談
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
の
提
供
な
ど
で
就
労
支
援
も
行
っ

て
お
り
、子
育
て
世
代
へ
の
多
様
な
支

援
を
行
って
い
ま
し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

行政視察報告行政視察報告

大阪府泉大津市での研修の様子

新潟県三条市での研修の様子

福岡県古賀市での研修の様子

宮崎県宮崎市での研修の様子

北海道江別市での研修の様子

行

　政

　視

　察

　報

　告

行

　政

　視

　察

　報

　告

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

　
平
成
28
年
10
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
の
日
程
で
、宮
崎
県
日
向
市
及
び
宮

崎
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、日
向
市
で
は
、新
庁
舎

建
設
事
業
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。日
向
市
庁
舎
は
、昭
和

39
年
に
建
設
さ
れ
、築
52
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
進
み
、昭
和
40
年
か
ら
の
人

口
の
増
や
平
成
18
年
の
合
併
に
よ
り

手
狭
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
23
年
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、市
民
や
有
識
者
等
か
ら
庁

舎
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
が

総
合
計
画
の
中
で
出
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。庁
舎
建
て
替
え
の
方
向
を
決

定
す
る
ま
で
に
は
、庁
内
で
の
検
討
や

市
民
に
早
い
段
階
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

等
に
よ
り
意
見
を
聞
き
、説
明
と
検
討

を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
て
い
ま
し

た
。整
備
方
針
は
、①
災
害
に
強
い
市

庁
舎
、②
環
境
に
配
慮
し
た
市
庁
舎
、

③
親
し
ま
れ
る
市
庁
舎
と
し
て
整
備

を
進
め
て
お
り
、市
有
林
の
杉
を
活
用

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
に
、宮
崎
市
で
は「
道
の
駅
フ
ェニッ

ク
ス
」を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。太

平
洋
が
一
望
で
き
る
景
勝
地
に
建
設
さ

れ
て
お
り
、通
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
管
理
運
営
は
、地

元
の
人
た
ち
が
協
力
を
し
て
会
社
を

立
ち
上
げ
、指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。今
後

は
、宮
崎
市
全
体
の
観
光
客
誘
致
の
た

め
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
フ
ェ

リ
ー
の
着
岸
に
向
け
た
整
備
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
以
上
、今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に

今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
平
成
28
年
10
月
17
日
か
ら
18
日
の

日
程
で
、福
岡
県
古
賀
市
に
お
い
て
、議

会
報
の
編
集・発
行
及
び
議
会
改
革
の

取
組
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
議
会
報
に
つい
て
は
、市
民
の
方
に
議

会
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、毎
号
特
集
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、テ
ー
マ
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
も
見
出
し
の

工
夫
や
、議
員
の
顔
写
真
を
必
ず
載
せ

る
な
ど
、編
集
の
際
に
読
者
の
視
点
に

立
っ
て
作
成
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

は
、古
賀
市
議
会
は
２
０
１
５
年
に
行

わ
れ
た
議
会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、全
国
の
市
議
会
で
第
17
位
、九
州

地
方
で
は
第
１
位
の
評
価
を
受
け
て
い

る
議
会
で
す
。議
会
改
革
の
実
現
と
し

て
、３
年
弱
の
期
間
を
か
け
て
議
会
基

本
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。ま
た
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
中
継・録

画
配
信
を
開
始
後
、さ
ら
に
予
算
、決

算
特
別
委
員
会
等
の
配
信
も
始
め
ま

し
た
。議
会
報
告
会
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、今
年
度
は
初
め
て「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
」と
い
う
、少
人
数
に
分
か
れ
た

テ
ー
ブ
ル
で
自
由
な
対
話
を
行
い
、別
の

テ
ー
ブ
ル
と
メ
ン
バ
ー
交
換
を
し
て
対
話

を
進
め
て
い
く
方
式
を
採
用
す
る
と
の

こ
と
で
す
。他
に
も
、災
害
対
応
要
綱

を
策
定
し
、実
際
に
訓
練
を
行
っ
た
り
、

市
内
に
あ
る
看
護
大
学
と
議
会
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
、議
場

で
看
護
大
学
教
授
の
記
念
講
演
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。議
場
で
の
記
念

講
演
に
も
驚
き
ま
し
た
が
、小
中
学
生

の
作
文
の
表
彰
式
並
び
に
発
表
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。傍
聴
席
は
保
護
者
や

先
生
で
満
席
に
な
る
そ
う
で
す
。他
に

も
様
々
な
取
組
を
行
って
い
ま
し
た
。

  

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
今
後
の

議
会
報
及
び
議
会
運
営
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

　
平
成
28
年
７
月
12
日
か
ら
14
日
の

日
程
で
、新
潟
県
南
魚
沼
市
及
び
新
潟

県
三
条
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、南
魚
沼
市
で
は
、「
牧
之

通
り
」暮
ら
し
ま
ち
な
み
出
会
い
空
間

整
備
事
業
に
つい
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、ま
ち
な
み
に
伝
統
的

な
雪
国
建
築
様
式
を
取
り
入
れ
た
り
、

道
路
部
分
を
石
畳
舗
装
に
し
た
り
す

る
こ
と
で
、古
い
ま
ち
な
み
を
再
現
し

た
よ
う
な
景
観
に
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、観
光
開

発
が
目
的
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
地
域

住
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
街
に
す
る
こ
と
が

目
標
で
し
た
。

　
ま
ち
な
み
を
見
渡
し
て
特
徴
的
な

の
が
、雁
木
と
呼
ば
れ
る
深
雪
地
域
に

見
ら
れ
る
道
路
に
張
り
出
し
た
ひ
さ

し
で
し
た
。雁
木
の
敷
地
は
、個
人
が

道
路
に
面
し
た
私
有
地
を
提
供
し
、県

・市・個
人
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て

建
築
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
に
三
条
市
で
は
、〜
三
条
マ
ル
シ
ェ

〜
ご
っ
た
市
＠
ホ
コ
テ
ン
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、三
条
市
内
の
中
心
市

街
地
の一
定
区
間
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
マ
ル
シ
ェ（
市
場
）を
年
７
回
開
催
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。中
心
市
街
地

は
、高
齢
化
の
進
行
や
、大
型
店
舗
の

郊
外
へ
の
進
出
に
よ
り
、空
き
店
舗
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ

で
、中
心
市
街
地
へ
出
店
し
て
も
ら
う

た
め
の
創
業
支
援
を
行
って
い
ま
し
た
。

創
業
に
必
要
な
経
営
知
識
・ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
だ
あ
と
、露
店
、市
有
テ
ナ
ン
ト

で
経
験
を
積
ん
だ
後
に
、補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
で
実
店
舗

の
出
店
す
る
ま
で
の一
連
の
流
れ
を
支

援
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

経
済
建
設
委
員
会
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平
成
28
年
７
月
11
日
か
ら
13
日
の

日
程
で
、大
阪
府
泉
大
津
市
及
び
奈
良

県
橿
原
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、泉
大
津
市
で
は
、総
合

計
画
策
定
へ
の
直
接
的
な
市
民
参
加

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。ま
ち
づ
く

り
の
最
も
基
本
と
な
る
総
合
計
画
の

策
定
を
、市
民
参
加
の
も
と
、市
の
職

員
に
よ
る
検
討
や
有
識
者
か
ら
の
指

導・助
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、公
募
に
よ
る
市
民
会

議
の
ほ
か
に
、大
学
生
会
議
・
中
学
生

会
議
に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

で
若
い
世
代
の
意
見
も
取
り
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
安
心・安
全
」の
視
点
、「
コ
ン

パ
ク
ト
」の
視
点
、「
活
力・共
創
」の
視

点
と
い
う
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
理

念
を
設
定
し
、総
合
計
画
に
基
づ
く
事

業
に
つい
て
は
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
事

業
達
成
度
を
図
る
成
果
目
標
を
設
定

し
、評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
が
行
政
の一
方
的
な
も
の

で
は
な
く
、中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
世
代
に
渡
っ
た
意
見
を
反
映
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、次
の
10
年
を
考
え
て
い

く
上
で
素
晴
ら
し
い
試
み
で
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、橿
原
市
で
は
、「
か
し
は
ら
安

心
パ
ー
ク
」に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

過
去
に
経
験
し
た
大
規
模
災
害
か
ら

「
自
助
・
共
助
」の
重
要
性
を
学
ぶ
た

め
、ま
た
地
域
の
防
災
力
向
上
が
市
民

の
安
全
と
命
を
守
る
と
い
う
考
え
か

ら
、市
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
や
地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　
そ
の
施
設
で
は
、日
頃
か
ら
防
災
講

座
や
防
災
訓
練
、交
通
安
全・防
犯
講

座
な
ど
を
開
催
し
、市
民
の
高
い
防
災

意
識
を
維
持
し
て
お
り
、本
市
の
防
災

行
政
に
も
大
変
参
考
に
な
る
事
例
で

し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
28
年
７
月
６
日
か
ら
８
日
の
日

程
で
、北
海
道
恵
庭
市
及
び
北
海
道

江
別
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、恵
庭
市
で
は
、「
読
書
の

ま
ち
恵
庭
市
」の
推
進
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
市
立
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も（
児

童
書
）の
利
用
数
の
伸
び
悩
み
か
ら
、

平
成
25
年
に
は
、「
恵
庭
市
　
人
と
ま

ち
を
育
む
読
書
条
例
」を
施
行
し
、豊

か
な
読
書
環
境
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る

み
で
推
進
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、子
ど

も
の
読
書
環
境
づ
く
り
の
た
め
に「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」を
全
国
に
先
駆
け

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。９
、10
ヶ
月
児

に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診
の
際
に
絵

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を

手
渡
し
た
り
、１
歳
６
ヶ
月
健
診
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
家
庭
の
読
書
環
境
の
把

握
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、市
立
図

書
館
と
学
校
図
書
館
の
一
元
化
を
図

り
、オ
ン
ラ
イ
ン
連
携
と
配
本
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、図
書
を
使

用
し
た
学
習
活
動
の
支
援
や
、学
校
図

書
館
利
用
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
次
に
江
別
市
で
は
、「
親
子
安
心
育

成
支
援
事
業（
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
）」

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。子
育
て
世

代
の
交
流
や
情
報
交
換
の
た
め
、７
つ
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ひ
ろ
ば
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。大
型
商
業
施
設

内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、そ
こ

に
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
遊
べ
る
大

型
の
遊
具
等
を
備
え
、ま
た
、一
時
預
か

り
の
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、子
育
て
講
座
の
定
期
開
催

や
、就
労
相
談
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
の
提
供
な
ど
で
就
労
支
援
も
行
っ

て
お
り
、子
育
て
世
代
へ
の
多
様
な
支

援
を
行
って
い
ま
し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

行政視察報告行政視察報告

大阪府泉大津市での研修の様子

新潟県三条市での研修の様子

福岡県古賀市での研修の様子

宮崎県宮崎市での研修の様子

北海道江別市での研修の様子

行

　政

　視

　察

　報

　告

行

　政

　視

　察

　報

　告

総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

　
平
成
28
年
10
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
の
日
程
で
、宮
崎
県
日
向
市
及
び
宮

崎
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、日
向
市
で
は
、新
庁
舎

建
設
事
業
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。日
向
市
庁
舎
は
、昭
和

39
年
に
建
設
さ
れ
、築
52
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
進
み
、昭
和
40
年
か
ら
の
人

口
の
増
や
平
成
18
年
の
合
併
に
よ
り

手
狭
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
23
年
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、市
民
や
有
識
者
等
か
ら
庁

舎
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
る
意
見
が

総
合
計
画
の
中
で
出
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。庁
舎
建
て
替
え
の
方
向
を
決

定
す
る
ま
で
に
は
、庁
内
で
の
検
討
や

市
民
に
早
い
段
階
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

等
に
よ
り
意
見
を
聞
き
、説
明
と
検
討

を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
て
い
ま
し

た
。整
備
方
針
は
、①
災
害
に
強
い
市

庁
舎
、②
環
境
に
配
慮
し
た
市
庁
舎
、

③
親
し
ま
れ
る
市
庁
舎
と
し
て
整
備

を
進
め
て
お
り
、市
有
林
の
杉
を
活
用

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
に
、宮
崎
市
で
は「
道
の
駅
フ
ェニッ

ク
ス
」を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。太

平
洋
が
一
望
で
き
る
景
勝
地
に
建
設
さ

れ
て
お
り
、通
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
管
理
運
営
は
、地

元
の
人
た
ち
が
協
力
を
し
て
会
社
を

立
ち
上
げ
、指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。今
後

は
、宮
崎
市
全
体
の
観
光
客
誘
致
の
た

め
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
や
フ
ェ

リ
ー
の
着
岸
に
向
け
た
整
備
な
ど
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
以
上
、今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に

今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
平
成
28
年
10
月
17
日
か
ら
18
日
の

日
程
で
、福
岡
県
古
賀
市
に
お
い
て
、議

会
報
の
編
集・発
行
及
び
議
会
改
革
の

取
組
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
議
会
報
に
つい
て
は
、市
民
の
方
に
議

会
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、毎
号
特
集
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
、テ
ー
マ
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
も
見
出
し
の

工
夫
や
、議
員
の
顔
写
真
を
必
ず
載
せ

る
な
ど
、編
集
の
際
に
読
者
の
視
点
に

立
っ
て
作
成
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

は
、古
賀
市
議
会
は
２
０
１
５
年
に
行

わ
れ
た
議
会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、全
国
の
市
議
会
で
第
17
位
、九
州

地
方
で
は
第
１
位
の
評
価
を
受
け
て
い

る
議
会
で
す
。議
会
改
革
の
実
現
と
し

て
、３
年
弱
の
期
間
を
か
け
て
議
会
基

本
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。ま
た
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
本
会
議
中
継・録

画
配
信
を
開
始
後
、さ
ら
に
予
算
、決

算
特
別
委
員
会
等
の
配
信
も
始
め
ま

し
た
。議
会
報
告
会
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、今
年
度
は
初
め
て「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
」と
い
う
、少
人
数
に
分
か
れ
た

テ
ー
ブ
ル
で
自
由
な
対
話
を
行
い
、別
の

テ
ー
ブ
ル
と
メ
ン
バ
ー
交
換
を
し
て
対
話

を
進
め
て
い
く
方
式
を
採
用
す
る
と
の

こ
と
で
す
。他
に
も
、災
害
対
応
要
綱

を
策
定
し
、実
際
に
訓
練
を
行
っ
た
り
、

市
内
に
あ
る
看
護
大
学
と
議
会
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
、議
場

で
看
護
大
学
教
授
の
記
念
講
演
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。議
場
で
の
記
念

講
演
に
も
驚
き
ま
し
た
が
、小
中
学
生

の
作
文
の
表
彰
式
並
び
に
発
表
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。傍
聴
席
は
保
護
者
や

先
生
で
満
席
に
な
る
そ
う
で
す
。他
に

も
様
々
な
取
組
を
行
って
い
ま
し
た
。

  

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
今
後
の

議
会
報
及
び
議
会
運
営
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会

　
平
成
28
年
７
月
12
日
か
ら
14
日
の

日
程
で
、新
潟
県
南
魚
沼
市
及
び
新
潟

県
三
条
市
に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、南
魚
沼
市
で
は
、「
牧
之

通
り
」暮
ら
し
ま
ち
な
み
出
会
い
空
間

整
備
事
業
に
つい
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、ま
ち
な
み
に
伝
統
的

な
雪
国
建
築
様
式
を
取
り
入
れ
た
り
、

道
路
部
分
を
石
畳
舗
装
に
し
た
り
す

る
こ
と
で
、古
い
ま
ち
な
み
を
再
現
し

た
よ
う
な
景
観
に
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、観
光
開

発
が
目
的
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
地
域

住
民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
よ
う
な
街
に
す
る
こ
と
が

目
標
で
し
た
。

　
ま
ち
な
み
を
見
渡
し
て
特
徴
的
な

の
が
、雁
木
と
呼
ば
れ
る
深
雪
地
域
に

見
ら
れ
る
道
路
に
張
り
出
し
た
ひ
さ

し
で
し
た
。雁
木
の
敷
地
は
、個
人
が

道
路
に
面
し
た
私
有
地
を
提
供
し
、県

・市・個
人
が
３
分
の
１
ず
つ
負
担
し
て

建
築
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
に
三
条
市
で
は
、〜
三
条
マ
ル
シ
ェ

〜
ご
っ
た
市
＠
ホ
コ
テ
ン
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、三
条
市
内
の
中
心
市

街
地
の一
定
区
間
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
マ
ル
シ
ェ（
市
場
）を
年
７
回
開
催
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。中
心
市
街
地

は
、高
齢
化
の
進
行
や
、大
型
店
舗
の

郊
外
へ
の
進
出
に
よ
り
、空
き
店
舗
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ

で
、中
心
市
街
地
へ
出
店
し
て
も
ら
う

た
め
の
創
業
支
援
を
行
って
い
ま
し
た
。

創
業
に
必
要
な
経
営
知
識
・ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ん
だ
あ
と
、露
店
、市
有
テ
ナ
ン
ト

で
経
験
を
積
ん
だ
後
に
、補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
中
心
市
街
地
で
実
店
舗

の
出
店
す
る
ま
で
の一
連
の
流
れ
を
支

援
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
以
上
で
、報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

今
回
の
行
政
視
察
を
参
考
に
、今
後
の

議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

経
済
建
設
委
員
会
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３
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
域
連
合
議
会
　
全
員
協
議
会

18
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
域
連
合
議
会
　
第
２
回
定
例

　
　
　
会

22
日
　
月
例
会

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

25
日
　
滋
賀
県
栗
東
市
議
会
会
派

　
　
　（
新
政
会
・
公
明
栗
東
）

　
　
　
行
政
視
察
来
訪

　
　

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、
説
明

８
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

      

　
総
務
委
員
会

      

　
文
教
厚
生
委
員
会

９
日
　
経
済
建
設
委
員
会

12
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

13
日
　
決
算
特
別
委
員
会

14
日  

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
報
告
会
幹
事
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

15
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

16
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質

　
　
　
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

      

　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

      

　
議
会
報
告
会
幹
事
会

27
日  

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会

　
　
　
臨
時
会

５
〜
７
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
宮
崎
県
日
向
市
、
宮
崎
市
）

13
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
局
長

　
　
　
会
議
　

17
・
18
日

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
福
岡
県
古
賀
市
）

18
・
19
日

　
　
　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　
圏
事
務
組
合
議
会
　
定
例
会

20
日
　
月
例
会

      

　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

      

　
議
会
報
告
会
幹
事
会

      

　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

26
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
全

　
　
　
員
協
議
会
・
定
例
会

28
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
　
正

　
　
　
副
会
長
会
・
理
事
会
・
定
例

　
　
　
会
（
下
妻
市
開
催
）

議 会 日 誌 ・ 1 2 月 定 例 会 予 定

◆  

８  

月

◆  
10  

月

◆  

９  

月

　私たち女子卓球部は、３年生１４名、２年生９名、１年生１５名で「勝つまで 負けんな 下中魂」をモットーに
活動しています。今年の総体では、県西大会で優勝することができました。新チームになり、新たな目標を立
てて練習に励み、市内大会優勝を果たしました。顧問の飯田先生と根本先生、そして先輩方が教えてくださ
ったことを発揮し、県西ベスト４、県大会出場目指して頑張ります。応援よろしくお願いします。

　
表
紙
に
お
い
て
ご
案
内
の
と
お

り
、
12
月
18
日
に
議
会
報
告
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
は
３
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
市
政
の

重
要
施
策
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し

報
告
を
す
る
こ
と
で
、
広
報
広
聴
委

員
会
の
ほ
か
委
員
会
代
表
者
に
よ
る

幹
事
会
を
組
織
し
、
現
在
準
備
を
す

す
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
夏
の
参
院
選
か
ら
有

権
者
の
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
の
高

校
生
に
も
来
場
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
広
報
活
動
へ
の
取
組
や
、
こ
の
議

会
報
告
会
へ
の
参
加
に
よ
り
、
若
い

世
代
が
少
し
で
も
議
会
活
動
や
市
政

へ
の
興
味
、
関
心
を
持
て
る
契
機
と

な
る
報
告
会
と
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
住
民

意
思
が
議
会
を
通
じ
て
市
政
へ
反
映

で
き
る
よ
う
、
多
様
な
層
の
幅
広
い

市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

活
発
な
ご
意
見
を
拝
聴
で
き
る
も
の

と
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（金）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/

1 1
1111・1112）
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一  般  質  問・・・・・・・・・・・・・・・4～9
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議会日誌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

勝つまで 負けんな 下中魂勝つまで 負けんな 下中魂勝つまで 負けんな 下中魂

議会報告会を開催します
平成２８年１２月１８日（日）   ◇１０：００～市立図書館    ◇１５：００～千代川公民館
申込は不要です。直接会場へお越しください。

前回の議会報告会の様子

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

月12月 5日

本　会　議（議案質疑）
火12月 6日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）水12月 7日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

水12月14日

木12月 8日

本　会　議（一般質問）金12月 9日

本　会　議（一般質問）月12月12日

※日程は都合により変更になる場合があります。




